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一
序
論
邊
塞
詩
が
、
詩
の
重
な
別
で
あ
る
こ
と
、
ま
た
そ
こ
に
は
岑
參
・
高
・
王
昌
齡
ら
の
す
ぐ
れ
た
邊
塞
詩
人
が
集
ま
っ
て
い
る
こ
と
は
、
知
の
事
實
で
あ
る
。
そ
の
邊
塞
詩
に
つ
い
て
は
、
に
先
立
つ
六
後
期
（
梁
陳
時
期
）
に

	に

熟
し
た
も
の
で
あ
る
こ
と
が
（
１
）、
最
の
多
く
の
個
別
究
に
よ
っ
て
明
ら
か
に
さ
れ
つ
つ
あ
る
。
錢
志
熙
「
齊
梁
擬
樂
府
詩
」
賦
題
法
初
探
論
樂
府
詩
寫
作
方
法
之
流
變
」
（『
北
京
大
學
學
報
（
哲
學
會
科
學
版
）』
一
九
九
五
年
第
四
期
）
李
炳
「
北
文

臨
戰
心
態
邊
塞
詩
格
」
（
『
晉
陽
學
刊
』
一
九
九
六
年
第
一
期
）
李
炳
「
北
民
族
融
合
與
紀
實
性
邊
塞
詩
」
（
『
民
族
文

究
（
古
代
文
學
究
）』
一
九
九
六
年
一
期
）
韋
金
「
淺
論
梁
陳
邊
塞
詩
興

原
因
」
（
『
柳
州
師
專
學
報
』
第
一
二
卷
第
四
期
、
一
九
九
七
年
）
童
嘉
新
「
試
論
初
四

邊
塞
詩
」
（
『
重
慶
學
院
學
報
』
一
九
九
九
年
第
二
期
）
歐
陽
「
南
北
邊
塞
詩
管
」
（
『
十
堰
職
業
技
學
院
學
報
』
一
九
九
九
年
第
一
期
）
林
大
志
「
論
蕭
綱
邊
塞
詩
」
（
『
河
北
大
學
學
報
（
哲
學
會
科
學
版
）
』
第
二
五
卷
第
五
期
、
二
〇
〇
〇
年
）
樊
榮
「
梁
陳
邊
塞
詩
試
析
」
（
『
新
疆
師
範
高
等
專
科
學
校
學
報
』
第
一
四
卷
第
三
期
、
二
〇
〇
〇
年
）
馬

「
論
邊
塞
詩
對
建
安
詩
歌
承
傳
」
（
『
樂
山
師
範
學
院
學
報
』
二
〇
〇
一
年
第
五
期
）
王
「
論
文
中
邊
塞
詩
」
（
『
安
大
學
學
報
（
會
科
學
版
）
』
第
二
五
邊
塞
詩
の
出
現
梁
陳
に
お
け
る
邊
塞
樂
府
を
中
心
に
松
原
 
卷
第
二
期
、
二
〇
〇
三
年
）
鄒
曉
霞
「
擬
樂
府
之
風
與
六
邊
塞
詩
制
作
」（『
廣
東
技
師
範
學
院
學
報
』
二
〇
〇
三
年
第
二
期
）
關
永
利
「
鮑
照
邊
塞
詩
論
略
」（『
樂
山
師
範
學
院
學
報
』
二
〇
〇
四
年
第
八
期
）
陳
笑
「
論
梁
陳
邊
塞
詩

況
其
代
結
」
（
『
哈
爾
濱
學
院
學
報
』
第
二
六
卷
第
三
期
、
二
〇
〇
五
年
）
王
艷
「
試
論
鮑
照
對
邊
塞
詩
發
展
貢
獻
」（『
聊
	大
學
學
報
（

會
科
學
版
）』
二
〇
〇
五
年
第
三
期
）
汪
愛
武
「
初
邊
塞
詩
與
南
北
邊
塞
樂
府
之
比
較
」
（
『
蕪
湖
職
業
技
學
院
學
報
』
二
〇
〇
五
年
第
七
卷
第
一
期
）
佐
宏
「
試
論
均
邊
塞
詩
」（『
宜
學
院
學
報
』
第
五
期
、
二
〇
〇
五
年
）
劉
世
「
論
梁
元
蕭
繹
詩
」
（
『
泉
州
師
範
學
院
學
報
（

會
科
學
）
』
第
二
三
卷
第
一
期
、
二
〇
〇
五
年
）
本
稿
は
、
梁
陳
時
期
に
お
け
る
邊
塞
詩
の
立
と
熟
の
體
經
を
、
こ
こ
に
至
る
ま
で
の
い
わ
ば
邊
塞
詩
史
の
檢
討
を
踏
ま
え
て
考
察
し
、
干
の
私
見
を
提
出
し
よ
う
と
す
る
も
の
で
あ
る
。
そ
も
そ
も
邊
塞
詩
と
は
、
ど
の
樣
な
り
立
ち
を
持
つ
も
の
な
の
か
。
樊
榮
「
梁
陳
邊
塞
詩
試
析
」
は
、
邊
塞
詩
の
由
來
を
の
よ
う
に
括
し
て
い
る
（
番
號
筆
）。
①
邊
塞
詩
の
源
流
は
『
詩
經
』
小
の
「
采
薇
」「
六
」「
采
」、
お
よ
び
國
風
「
衞
風
・
伯
兮
」「
王
風
・
君
子
于
役
」「
秦
風
・
無
衣
」
な
ど
の
從
軍
體
驗
を
い
た
詩
に
あ
る
。
代
に
な
る
と
、
匈
奴
と
の
長
期
戰
爭
や
西
域
經
營
と
い
う
境
の
中
で
邊
塞
詩
の
土
壤
が
形
さ
れ
、
そ
の
中
で
②
武
の
「
天
馬
歌
」、
代
樂
府
の
「
上
之
回
」「
戰
	南
」「
隴
頭
水
」「
關
山
」「
出
塞
」「
入
塞
」
が
現
れ
て
、
邊
塞
詩
の
體
な
題
目
が
立
し
た
。
③
建
安
時
代
に
は
曹
植
の
「
白
馬
篇
」、
劉
宋
に
は
鮑
照
の
「
代
出
自
薊
北
門
行
」
「
代
白
馬
篇
」
が
續
く
。
④
北
魏
の
孝
文
の

政
策
（
北
魏
太
和
一
九
年
、
四
九
五
年
）
に
よ
っ
て
梁
陳
時
期
に
南
北
の
言
語
の
疎
が
深
ま
る
と
、
北
方
の
樂
府
が
大
量
に
流
入
し
、
國
境
の
戰
爭
・
使
臣
の
行
・
文
の
交
流
・
皇
族
の
愛
好
な
ど
に
よ
っ
て
、
邊
塞
詩
の
制
作
は
活
性
し
た
。
樊
榮
に
限
ら
ず
、
邊
塞
詩
の
多
く
の
論
に
共
す
る
識
は
、
邊
塞
詩
の
源
流
を
『
詩
經
』
に
ま
で
遡
る
從
軍
詩
に
求
め
る
こ
と
で
あ
り
、
加
え
て
、
『
詩
經
』
と
梁
陳
の
邊
塞
詩
と
の
 に
魏
晉
宋
の
そ
れ
ぞ
れ
の
時
代
の
中
 項
を
見
出
だ
し
て
、
!續
性
を
"
#す
る
こ
と
で
あ
る
。し
か
し
こ
の
樊
榮
の
$
%に
つ
い
て
は
、
さ
し
あ
た
り
二
點
の
體
な
訂
正
が
必
&と
思
わ
れ
る
。
右
記
の
論
點
②
に
つ
い
て
は
、
「
隴
頭
水
」
「
關
山
」
「
出
塞
」
「
入
塞
」
な
ど
の
橫
吹
曲
系
樂
府
は


邊
塞
詩
の
出
現
（
松
原
）
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の
李
年
の
制
作
と
さ
れ
る
が
、
だ
が
し
か
し
、
古
辭
も
魏
晉
宋
齊
時
期
の
擬
作
も
現
存
せ
ず
、
歌
辭
の
初
出
は
梁
陳
時
期
ま
で
下
る













。
つ
ま
り
邊
塞
詩
の

な
題
目
（
樂
府
題
）
の
多
く
は
、
代
で
は
な
く
、
梁
陳
時
期
に
よ
う
や
く
出
揃
っ
た
と
訂
正
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
論
點
③
に
つ
い
て
は
、
梁
陳
に
先
立
つ
魏
晉
宋
齊
も
邊
塞
詩
の
制
作
は
繼
續
さ
れ
た
と
さ
れ
て
い
る
が
、
だ
が
し
か
し
、
曹
植
・
鮑
照
の
よ
う
な
例
外
な
作
を
除
い
て
、
こ
の
三
百
年
の
邊
塞
詩
の
制
作
は
至
っ
て
低
	だ
っ
た
と
訂
正
す
べ
き
で
あ
ろ
う
。
確

す
べ
き
こ
の
二
つ
の
事
實
は
、
邊
塞
詩
は
梁
陳
に
立








し
た
と
い
う
一
つ
の
事
實
を
示
唆
す
る
も
の
に
他
な
ら
な
い
。
こ
う
し
た
解
の
根
底
に
あ
る
の
は
、
『
詩
經
』
に
遡
る
從
軍
詩
が
、
梁
陳
以
後
の
邊
塞
詩
と
直
結
す
る
と
い
う
不
正
確
な

識





で
あ
る
。
す
な
わ
ち
邊
塞
詩
の
考
察
に
こ
こ
で
必

と
さ
れ
る
の
は
、
詩
經
以
來
の
戰
爭
體
驗
を
題
材
と
す
る
從
軍
詩












（
以
下
、
從
軍
詩


）
が
そ
の
ま
ま
「
數
量

加
」
「
題
材
充
實
」
に
よ
っ
て
邊
塞
詩
へ
と
續
に
發
展
し
た
と
い
う
從
來
の

識
を
、
再
考
の
俎
上
に
載
せ
る
こ
と
で
あ
る
。
二
邊
塞
詩
と
は
何
か
邊
塞
詩
を
定
義
を
す
る
こ
と
は
、
容
易
で
は
な
い
。
む
し
ろ
代
の
熟
し
た
邊
塞
詩
を
基
準
と
し
て
、
邊
塞
詩
の
幾
つ
か
の
特
を
確


す
る
こ
と
が
有
效
で
あ
ろ
う
。
邊
塞
詩
は
、
字
義
上
は
、
邊
塞
（
邊
疆
）
を
臺
と
す
る
詩
と
い
う
意
味
で
あ
る
。
加
え
て
そ
の
邊
疆
は
、
し
ば
し
ば
民
族
の
民
族
と
の
係
爭
地
域
で
あ
り
、
從
っ
て
戰
爭
が
そ
の
重
な
題
材
と
な
る
は
ず
で
あ
る
。
し
か
し
熟
し
た

時
期
の
邊
塞
詩
を
基
準
と
す
る
な
ら
ば
、
そ
れ
と
は
少
し
な
る
イ
メ
ー
ジ
と
な
る
。
ま
ず
そ
の
邊
疆
は
、
北
方
の
邊
疆
に
限
ら
れ
る
（
２
）。
ま
た
戰
爭
の
體
な
寫
は
少
な
く
、
實
際
に
は
邊
疆
の
質
な
風
土
の
寫
に
重
き
が
置
か
れ
て
い
る
。
左
に
代
表
な
邊
塞
詩
を
げ
て
み
よ
う
。
涼
州
詞
王
翰
葡
萄
美
酒
夜
光
杯
、
欲
飮
琵
琶
馬
上
催
。
醉
臥
沙
場
君
莫
笑
、
古
來
征
戰
幾
人
回
。
涼
州
詞
王
之
渙
河
上
白
雲
、
一
片
孤
萬
仞
山
。
姜
笛
何
須
怨
楊
柳
、
春
光
不
度
玉
門
關
。
出
塞
王
昌
齡
秦
時
明

時
關
、
萬
里
長
征
人
未
。
但
使
龍
飛
將
在
、
不
胡
馬
度
陰
山
。
使
至
塞
上
王
維
中
國
詩
文
論
叢
第
二
十
四
集
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單
車
欲
問
邊
、
屬
國
居
。
征
蓬
出
塞
、
歸
雁
入
胡
天
。
大
孤
直
、
長
河
日
圓
。
蕭
關
逢
候
騎
、

	在
燕
然
。
白

歌
武
官
歸
京
岑
參
北
風
捲
地
白
折
、
胡
天
八

飛

。
忽
然
一
夜
春
風
來
、
千
樹
萬
樹
梨
開
。
散
入
珠
簾
濕
羅
、
孤
裘
不
煖
錦
衾
。
將
軍
角
弓
不
得
控
、

	鐵
衣
冷

。
瀚
闌
干
百
丈
冰
、
愁
雲
參淡
萬
里
凝
。
中
軍
置
酒
飮
歸
客
、
胡
琴
琵
琶
與
羌
笛
。
紛
紛


下
轅
門
、
風
掣
紅
旗
凍
不
。
輪
臺
東
門
君
去
、
去
時

滿
天
山
路
。
山
迴
路
轉
不
見
君
、

上
空
留
馬
行
處
。
磧
中
作
岑
參
走
馬
西
來
欲
到
天
、
辭
家
見
兩
回
圓
。
今
夜
不
知
何
處
宿
、
沙
萬
里
人
。
王
翰
・
王
之
渙
・
王
昌
齡
の
作
は
、
い
ず
れ
も
傳
統
樂
府
系
の
作
品
で
あ
り
、
自
ら
の
體
驗
を
直
接
に
作
品
に
反
映
す
る
の
で
は
な
く
、
樂
府
の
傳
統
な
作
法
に
從
っ
て
題
詠
し
た
も
の
で
あ
る
。
こ
れ
に
對
し
て
王
維
・
岑
參
の
作
は
、
明
ら
か
に
自
ら
の
邊
塞
體
驗
を
踏
ま
え
た
制
作
で
あ
る
。
し
か
し
兩
の
こ
う
し
た
性
格
の
相
に
も
拘
わ
ら
ず
、
西
北
の
邊
疆
を
臺
と
す
る
こ
と
、
ま
た
戰
爭
の
直
接

寫
は
な
く
、
む
し
ろ
域
 と
は
!質
な
風
土
に
つ
い
て
の
關
心
を
"題
と
し
て
詠
ず
る
點
で
基
本
な
性
格
を
同
じ
く
し
て
い
る
。
つ
ま
り
そ
の
限
り
に
お
い
て
、
兩
を
#せ
て
邊
塞
詩
と
稱
す
る
こ
と
に
和
感
は
な
い
の
で
あ
る
。
な
お
戰
爭
に
つ
い
て
關
$の
詩
句
を
%せ
ば
、
王
翰
「
古
來
征
戰
幾
人
回
」
、
王
昌
齡
「
不
&胡
馬
度
陰
山
」
が
あ
る
が
、
そ
れ
も
戰
爭
の
予
感
も
し
く
は
記
憶
に
止
ま
る
も
の
で
あ
り
、
戰
爭
の
'體

寫
で
は
な
い (
(こ
と
に
)意
を
*す
る
（
３
）。
+代
の
西
北
邊
疆
を
臺
と
す
る
邊
塞
詩
は
、
一
般
傾
向
と
し
て
、
戰
爭
を
直
接
の
關
心
事
と
す
る
從
軍
詩
と
は
一
線
を
畫
し
て
い
る
の
で
あ
る
。
+代
の
邊
塞
詩
に
は
、
戰
爭
行
爲
へ
の
關
心
が
稀
で
あ
る
が
、
し
か
し
そ
の
一
方
で
、
邊
疆
の
風
土
に
つ
い
て
は
旺
,な
好
奇
心
を
示
し
て
い
る
。
王
翰
「
涼
州
詞
」
の
「
葡
萄
美
酒
夜
光
杯
、
欲
飮
琵
琶
馬
上
催
」
が
示
す
よ
う
に
、
と
り
わ
け
西
域
の
文
物
（
葡
萄
美
酒
・
夜
光
杯
・
琵
琶
）
に
對
す
る
濃
厚
な
興
味
が
あ
る
。
ま
た
王
之
渙
「
涼
州
詞
」
の
「
-河
.上
白
雲
/、
一
片
孤
0萬
仞
山
」
の
よ
う
に
、
-土
臺
地
に
龜
裂
を
入
れ
る
溪
谷
を
い
て
、
朔
北
の
雄
大
な
風
景
を
現
出
す
る
こ
と
に
腐
心
す
る
。
あ
る
い
は
王
昌
齡
「
出
塞
」
の
「
秦
時
明

時
關
、
萬
里
長
征
人
未
1」
の
よ
う
に
、
無
際
限
に
廣
が
る
時
/と
空
/を
提
示
し
て
、
悲
壯
な
感
2に
人
を
誘
う
こ
と
も
あ
る
。
邊
塞
詩
を
讀
む

が
そ
こ
に
感
得
す
る
の
は
、
戰
爭
の
苛
烈
さ
や
從
軍
の
辛
3で
は
な
く
、
邊
塞
詩
の
出
現
（
松
原
）
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質
で
壯
大
な
世
界
に
對
す
る
心
嚮
な
の
で
あ
る
。
そ
こ
に
あ
え
て
戰
爭
の
影
を
添
え
る
と
し
て
も
、
そ
れ
は
心
嚮
を
尖
に
昂
ぶ
ら
せ
る
た
め
の
一
種
の
ス
パ
イ
ス
と
言
っ
て
も
良
か
ろ
う
。
無
論
こ
れ
と
性
格
を
に
す
る
邊
塞
詩
も
、
代
に
は
存
在
す
る
。
薊
門
行
五
首
其
一
高

薊
門
逢
古
老
、
獨
立
思
氛
。
一
身
	零
丁
、
頭
鬢
白
紛
紛
。
勳
庸
今
已
矣
、
不
識
霍
將
軍
。
薊
中
作
高

策
馬
自
沙

、
長
驅
登
塞
垣
。
邊
何
蕭
條
、
白
日
雲
昏
。
一
到
征
戰
處
、
愁
胡

。
豈
無
安
邊
書
、
將
已
承
恩
。
惆
悵
孫
事
、
歸
來
獨
閉
門
。
こ
れ
ら
の
詩
が
先
の
邊
塞
詩
と
相
す
る
の
は
、
第
一
に
、
東
北
の
邊
疆
（
薊
北
）
が
臺
で
あ
る
こ
と
、
第
二
に
、
兵
士
の
辛
を
く
こ
と
。
す
な
わ
ち
軍
功
を
立
て
ら
れ
な
い
ま
ま
に
零
し
た
老
兵
を
詠
じ
、
ま
た
胡
兵
の
出
す
る
危
險
な
線
に
馬
を
走
ら
せ
る
作
自
身
の
體
驗
を
詠
じ
て
い
る
こ
と
で
あ
る
。
し
か
し
な
が
ら
高
の
邊
塞
詩
は
、
從
軍
體
驗
の
辛
酸
を
べ
る
す
ぐ
れ
た
從
軍
詩
と
は
な
っ
て
も
、
正
し
く
そ
の
た
め
に
邊
塞
詩
の
典
型
と
は
な
ら
な
か
っ
た
（
４
）。
ま
た
こ
こ
で
杜
甫
の
・
後
「
出
塞
」
を
取
り
上
げ
る
の
も
意
味
が
あ
る
だ
ろ
う
。
樂
府
「
出
塞
」
は
、
王
昌
齡
詩
（

）
も
そ
の
例
で
あ
る
よ
う
に
、
「
典
型
邊
塞
詩
」
と
な
る
の
が
梁
陳
以
來
の
均
値
で
あ
っ
た
。
そ
れ
を
あ
え
て
從
軍
詩
に
仕
立
て
、
諷
の
意
圖
を
こ
め
た
と
こ
ろ
に
、
杜
甫
の
非
凡
な
個
性
を
見
る
こ
と
が
で
き
る
。
出
塞
九
首
其
一
杜
甫
戚
戚
去
故
里
、
悠
悠
赴
交
河 
。
公
家
有
期
、
 命
嬰
!羅
。
君
已
富
土
境
、
開
邊
一
何
多
。
棄
"父
母
恩
、
呑
聲
行
負
戈
。
後
出
塞
五
首
其
五
杜
甫
我
本
良
家
子
、
出
師
亦
多
門
。
將
驕
#愁
思
、
身
貴
不
足
論
。
$馬
二
十
年
、
%辜
明
&恩
。
坐
見
幽
州 
騎
、
長
驅
河
洛
昏
。
中
夜
'
(歸
、
故
里
但
空
村
。
惡
名
幸
)
*、
窮
老
無
兒
孫
。
そ
れ
ぞ
れ
の
詩
は
、
「
交
河
」
（
高
昌
＝
吐
魯
番
）
と
「
幽
州
」
（
薊
門
）
を
臺
と
す
る
。
そ
れ
が
北
方
の
邊
疆
で
あ
る
點
で
、
邊
塞
詩
と
な
る
必
+條
件
を
滿
た
し
て
い
る
。
し
か
し

の
「
君
已
富
土
境
、
開
邊
一
何
多
」
は
「
兵
車
行
」
の
「
邊
庭
流
血
,
-水
、
武
皇
開
邊
意
未
已
」
を
思
わ
せ
、
ま
た
後
の
「
中
夜
'
(歸
、
故
里
但
空
村
。
惡
名
幸
)
*、
窮
老
無
兒
孫
」
は
「
無
家
別
」
の
「
賤
子
因
陣
敗
、
歸
來
.舊
蹊
。
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久
行
見
空
巷
、
日
痩
氣
慘
悽
」
を
思
わ
せ
る
詩
句
で
あ
り
、
從
軍
の
悲
慘
さ
を
訴
え
て
、
無
用
の
戰
爭
に
民
衆
を
驅
り
立
て
る
當
事
を
揶
揄
す
る
、
明
確
な
政
治
批
詩
と
な
っ
て
い
る
。
こ
の
樣
な
詩
を
、
典
型
な
邊
塞
詩
と
數
え
る
こ
と
は
で
き
な
い
だ
ろ
う
。

が
邊
塞
詩
の
典
型
で
あ
り
、
高
と
杜
甫
の
詩
は
邊
塞
詩
と
し
て
見
れ
ば
例
外
で
あ
る
。
こ
の
別
は
、
作
品
と
し
て
の
價
に
關
わ
る
も
の
で
は
な
い
。
重
	な
こ
と
は
、
後
が
魏
晉
（
な
い
し
は
『
詩
經
』
）
以
來
の
從
軍
詩
の
系
譜
の
中
に
あ
え
て
留
ま
ろ
う
と
す
る
の
に
對
し
て
、

は
、
梁
代
に


し
て

時
期
に
熟
し
た
新
し
い
樣
式
（
邊
塞
詩
）
で
あ
る
こ
と
、
つ
ま
り
從
軍
詩
と
邊
塞
詩
が
互
い
に
な
る
志
向
を
持
つ
樣
式
で
あ
る
こ
と
を
確
す
る
こ
と
で
あ
る
。
三
樂
府
「
從
軍
行
」
從
軍
詩
か
ら
邊
塞
詩
へ
邊
塞
詩
は
、
從
軍
詩
（
戰
爭
體
驗
を
題
材
と
す
る
詩
）
か
ら
自
ら
を
差

す
る
こ
と
に
よ
っ
て
邊
塞
詩
と
な
っ
た
。
し
か
し
從
軍
詩
が
邊
塞
詩
の
重
	な
淵
源
で
あ
る
こ
と
は
、
疑
う
余
地
が
無
い
。
そ
れ
ゆ
え
邊
塞
詩
の
考
察
に
は
、
從
軍
詩
と
の
比
較
究
が
必
	と
な
る
。
從
軍
詩
の
史
は
『
詩
經
』
に
ま
で
遡
り
得
る
が
、
梁
陳
に
出
現
す
る
邊
塞
詩
を
考
え
る
上
で
よ
り
重
	と
な
る
の
は
、
そ
の
直
接
の
母
胎
で
あ
る

魏
よ
り
宋
齊
ま
で
の
從
軍
詩
の
特
を
理
解
す
る
こ
と
で
あ
り
、
ま
た
こ
の
從
軍
詩
が
、
如
何
な
る
工
夫
を
經
て
梁
陳
の
邊
塞
詩
へ
と
蝉
蛻
す
る
か
を
考
察
す
る
こ
と
で
あ
る
。
詩
が
、
文
人
の
自
覺
制
作
の
業
と
な
っ
た
建
安
以
に
、
從
軍
詩
が
ど
の
よ
う
に
作
ら
れ
た
の
か
。
そ
の
實
體
を
、
樂
府
「
從
軍
行
」
（
『
樂
府
詩
集
』
三
二
相
和
歌
辭
）
を
例
に
と
っ
て
考
察
し
て
み
よ
う
。
こ
の
樂
府
題
を
特
に
取
り
上
げ
た
の
は
、
「
從
軍
行
」
が
魏
晉
以
、
最
も
多
く
の
從
軍
詩
を
系
統
に
集
め
る
題
目
だ
っ
た
た
め
で
あ
る
（
５
）。
『
古
今
樂
』
曰
：
「
「
從
軍
行
」
、
王
虔
云
、
荀

載
左

年
「
哉
」
一
篇
今
不
傳
」
。
『
樂
府
解
題
』
曰
：
「
「
從
軍
行
」
皆
軍

辛
之
辭
」
。
『
廣
題
』
曰
：
「
左
年
（
魏
の
文
（
曹
丕
）
・
明
（
曹
睿
）
に
仕
え
た
樂
家
）
辭
云
：
「
哉
邊
地
人
、
一
三
從
軍
。
三
子
到
燉
煌
、
二
子
詣
隴
西
。
五
子
 鬪
去
、
五
!皆
懷
身
」。
陳
伏
知
"又
有
「
從
軍
五
更
轉
」
。
」
（
『
樂
府
詩
集
』
三
二
相
和
歌
辭
「
從
軍
行
」
解
題
）
こ
れ
を
見
る
と
、
左
年
の
「
從
軍
行
」
の
古
辭
は
、
#頭
句
の
文
字
を
取
っ
て
「
哉
」
と
別
稱
さ
れ
る
こ
と
も
あ
っ
た
。
「
從
軍
行
」
の
$題
が
正
し
く
從
軍
兵
士
の
辛
を
%べ
る
こ
と
に
あ
っ
た
こ
と
を
、
こ
の
別
稱
か
ら
も
確
す
る
こ
と
が
出
來
よ
う
。
邊
塞
詩
の
出
現
（
松
原
）
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樂
府
「
從
軍
行
」
の
現
存
す
る
最
古
の
作
は
、
王
粲
の
五
首
で
あ
る
（
６
）。
そ
の

は
、
曹
操
に
從
っ
て
四
方
に
行
軍
し
た
こ
と
を
べ
る
も
の
で
あ
り
、
從
軍
の
地
域
は
、
西
方
民
族
（

・
羌
夷
）
の
定
を
含
み
つ
つ
（
其
一
）、
重
點
は
、
魏
の
最
た
る
	敵
で
あ
る

の
經
略
に
置
か
れ
て
い
る
（
其
二
・
其
三
・
其
四
）。
其
五
は
、
從
軍
を
總
括
し
つ
つ
、
最
後
に
凱
旋
の
有
樣
を
べ
て
、
作
の
五
首
を
締
め
括
っ
て
い
る
。
い
ま
各
篇
の
點
を
き
書
き
し
て
み
よ
う
。
其
一
：
「
相
公
征
關
右 
、
赫
怒
震
天
威
。
一
舉
滅



、
再
舉
羌

夷
。
西
收
邊
地
、
忽
俯
拾
」
（
西
北
の
民
族
）
其
二
：
「
我
君
順
時
發
、
桓
桓
東
南
征


。
泛
舟
蓋
長
川
、
陳
卒
被
隰
」
（
東
南
の

）
其
三
：
「
從
軍
征
遐
路
、
討
彼
東
南
夷


。
方
舟
順
廣
川
、

未
安
」
（
東
南
の

）
其
四
：
「
舫
踰
萬
艘
、
帶
甲
千
萬
人
。
彼
東
南
路


、
將
定
一
舉
勳
」
（
東
南
の

）
其
五
：
「
悠
悠

路
、
靡
靡
我
心
愁
。
四
無
烟
火
、
但
見
林
與
丘
。
郭
生
榛
棘
、
蹊
徑
無
由
」
（
總
括
）
こ
の
配
列
と
比
重
は
、
魏
の
統
一
戰
爭
の
實
態
を
忠
實
に
反
映
す
る
も
の
と
な
っ
て
い
る
。
ま
た
そ
の
當
然
の
結
果
と
し
て
、
後
世
の
邊
塞
詩
の
よ
う
に
西
北
邊
疆
だ
け
に
特
別
の
意
味
を
與
え
る
必
然
性
は
、
王
粲
に
は
な
か
っ
た
。
そ
の
後
の
晉
宋
の
「
從
軍
行
」
は
、
王
粲
の
作
が
指
し
示
し
た
方
向
を
踏
襲
す
る
こ
と
に
な
る
。
王
粲
は
必
ず
し
も
方
面
の
羅
性





を
意
圖
し
た
も
の
で
は
な
か
ろ
う
が
、
曹
操
の
戰
爭
を
五
首
の
詩
に
逐
書
き
留
め
た
た
め
に
、
結
果
と
し
て
各
方
面
へ
の
從
軍
を
べ
る
こ
と
に
な
っ
た
。
陸
機
は
そ
の
王
粲
詩
が
特
と
す
る
方
面
の
羅
性





を
、
 物
性
か
ら
!念
"な
元
へ
と
深
#さ
せ
、
一
篇
の
作
品
の
中
に
取
り
$も
う
と
試
み
た
。
す
な
わ
ち
四
方
と
四
季
、
さ
ら
に
は
地
勢
の
高
低
（
深
谷
と
崇
山
）
に
至
る
ま
で
、
%寫
の
筆
を
世
界
の
隅
々
ま
で
行
き
渡
ら
せ
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
一
篇
の
作
品
の
中
に
、
從
軍
と
い
う
行
爲
に
お
い
て
想
定
し
得
る
&て
の
有
り
樣
を
凝
縮
し
た
の
で
あ
る
。
從
軍
行
晉
・
陸
機
'哉
(征
人
'し
め
る
哉
(征
の
人
飄
飄
窮
四
遐
飄
飄
と
し
て
四
遐
を
窮
む
南
陟
五
嶺
巓
南
の
か
た
五
嶺
の
巓
を
陟
り
北
戍
長
阿
北
の
か
た
長
の
阿 く
まを
戍
る
溪
谷
深
無
底
溪
谷
深
く
し
て
底
無
く
中
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崇
山
鬱
嵯
峨
崇
山
鬱
と
し
て
嵯
峨
た
り
奮
臂
攀
喬
木
臂
を
奮
ひ
て
喬
木
を
攀
ぢ
振
迹
流
沙
迹 あ
しを
振
ひ
て
流
沙
を
る

固
已
慘


固
よ
り
已
に
慘
た
り
涼
風
嚴
且
苛
涼
風
嚴
し
く
且
つ
苛 き
びし
條
焦
鮮

條
鮮
を
焦
が
し
冰
結
衝
波
冰
衝
波
を
結
ぶ
胡
馬
如
雲
屯
胡
馬
雲
の
如
く
屯 たむ
ろし
越
旗
亦
星
羅
越
旗
亦
た
星
の
ご
と
く
羅 つ
らな
る
飛
鋒
無
影
飛
鋒
影
無
く
鳴
鏑
自
相
和
鳴
鏑
自
ら
相
ひ
和
す
	餐
不

冑
	に
餐
す
る
も
冑 よろ
ひを


ぬ
が
ず
夕
息
常
負
戈
夕
に
息
ふ
も
常
に
戈
を
負
ふ
哉
征
人
め
る
哉
征
の
人
拊
心
悲
如
何
心 む
ねを
拊 う
ち
て
悲
む
こ
と
如
何
「
哉
征
人
、
飄
飄
窮
四
遐 
」
と
あ
る
よ
う
に
、
四
方
へ
の
從
軍
、
つ
ま
り
想
像
し
う
る
世
界
の
隨
へ
の
從
軍
が
提
示
さ
れ
る
。
こ
れ
を
直
接
承
け
る
「
南
陟
五
嶺 
巓
、
北
戍
長


阿
」
で
は
、
「
四
遐
」
と
い
う
念
な
空
が
、
南
の
境
界
「
五
嶺
」
と
、
北
の
境
界
「
長
」
と
い
う
地
名
に
よ
っ
て
體
に
確
定
さ
れ
る
の
で
あ
る
。
加
え
て
、
地
勢
の
高
低
（
溪
谷 
深
無
底
←
→
崇
山 
鬱
嵯
峨
）、
氣
候
の

（



固
已
慘
←
→
涼
風 
嚴
且
苛
）、
民
族
の
多
樣
（
胡
馬
如
雲
屯
←
→
越
旗
亦
星
羅
）、
不
斷
の
緊
張
（
	餐
不

冑
←
→
夕
息
常
負
戈
）
と
い
う
形
で
、
お
よ
そ
考
え
得
る
從
軍
の
辛
の
形
態
が
こ
の
一
篇
の
「
從
軍
行
」
に
羅
さ
れ
る
こ
と
に
な
る
。
顏
之
の
作
は
、
陸
機
の
忠
實
な
繼
承
と
發
展
で
あ
る
。
六
合
（
四
方
・
高
低
）
と
四
時
の
羅
に
止
ま
ら
ず
、
そ
こ
に
さ
ら
に
史
（
時
の
長
）
の
念
を
入
し
て
そ
の
世
界
を
擴
大
し
た
。
從
軍
行
宋
・
顏
之
哉
征
人
、
畢
力
幹
時
艱
。
秦
初 
略
揚
越
、
世 
爭
陰
山
。
地
廣
旁
無
界
、
嵒
阿
上
虧
天
。
霧
下
高
鳥
、
冰
沙
固
流
川
。
秋
飆
未
至
、
春
液
不
涓
。
烽
指
荊
、
胡
埃
屬
幽
燕
。
橫
咸
飛
驪
、

 皆
控
弦
。
馳
檄
發
章
表
、
軍
書
交
塞
邊
。
接
鏑
赴
陣
首
、
卷
甲
!行
"。
#驛
馳
無
、
旌
旗
晝
夜
懸
。
臥
伺
金
柝
$、
!候
亭
燧
烟
。
逖
矣
征
人
、
惜
哉
私
自
憐
。
北
の
境
界
を
表
す
語
は
「
陰
山
・
胡
埃
・
幽
燕
・
橫
」
、
南
の
境
界
を
表
す
語
は
「
揚
越
・
烽
・
荊
・

 」
な
ど
。
ま
た
時
候
で
邊
塞
詩
の
出
現
（
松
原
）
41
は
「
秋
飆
・
・
春
液
・
」
等
を
羅
し
、
ま
た
「
地
廣
旁
無
界
、
嵒
阿
上
虧
天
」
に
お
い
て
、
世
界
の
水


方
向
と
垂
直 
方
向
の
廣
が
り
が
示
さ
れ
る
。
そ
し
て
「
秦
初 
略
揚
越
、
世 
爭
陰
山
」
と
い
う
對
偶
を
も
っ
て
、
史
と
い
う
時
	の

長
の
中
に
從
軍
と
い
う
行
爲
が

か
れ
る
こ
と
に
な
る
。
下
っ
て
は
沈
の
「
從
軍
行
」
を
取
り
上
げ
よ
う
。
沈
は
長
命
の
詩
人
で
あ
る
が
、
そ
の
年
か
ら
、
遲
く
と
も
梁
初
の
五
一
三
年
（
天
監
十
二
年
）
以
の
作
と
な
る
。
從
軍
行
梁
・
沈

惜
哉
征
夫
子
、
憂
恨
良
獨
多
。
天
出
鯤
、
束
馬
渡
交
河
。
雲
九
折
嶝
、
風
卷
萬
里
波
。
維
舟
無
夕
島
、
秣
驥
乏
莎
。
凌
濤
富
沫
、
木
闕
垂
蘿
。
紅
鳴
疊
嶼
、
流
雲
照
阿
。
玄
埃
晦
朔
馬
、
白
日
照
戈
。
寢
興
流
征
怨
、
寤
寐

歌
。
晨
裝
豈
輟
、
夕
壘
淹
和
。
哉
征
人
、
悲
矣
將
如
何
。
こ
の
沈
の
詩
も
、
從
軍
と
い
う
行
爲
の
多
樣
性
を
羅
に
き
盡
く
そ
う
と
す
る
點
で
、
陸
機
・
顏

之
以
來
の
嫡
流
で
あ
る
こ
と
は
言
う
ま
で
も
な
い
。
頭
の
末
尾
の
措
辭
を
見
て
も
、
三
が
自
覺
・
方
法
な
繼
承
關
係
に
あ
る
こ
と
は
明
瞭
で
あ
る
。
陸
機
「
 哉
征
人
、
飄
飄
窮
四
遐
。
…
…
哉
征
人
、
拊
心
悲
如
何
」
顏

之
「
哉
征
人
、
畢
力
幹
時
艱
。
…
…
逖
矣
征
人
、
惜
哉
私
自
憐
」
沈

「
惜
哉
征
夫
子
、
憂
恨
良
獨
多
。
…
…
哉
征
人
、
悲
矣
將
如
何
」
樂
府
は
、
も
と
よ
り
傳
統
の
繼
承
性
に
特
!を
持
つ
樣
式
で
あ
り
、
こ
の
た
め
樂
府
題
ご
と
に
"題
と
表
現
手
法
を
共
有
す
る
一
#の
作
品
群
を
作
る
。
「
從
軍
行
」
の
場
合
は
そ
の
典
型
例
で
あ
り
、
王
粲
に
始
ま
り
、
陸
機
・
顏

之
・
沈
に
至
る
「
從
軍
詩
」
の
制
作
の
理
念
は
、
方
位
・
地
勢
・
氣
候
な
ど
の
多
樣
な
$況
の
中
に
置
く
こ
と
で
、
そ
の
從
軍
と
い
う
行
爲
を
一
般
%・
普
&
%し
て
く
こ
と
に
あ
っ
た
。
こ
う
し
た
系
譜
の

長
上
に
あ
っ
て
は
、
從
軍
を
特
定
の
地
域
に
局
限
し
、
特
殊
%し
て
く
こ
と
は
あ
り
得
な
い
こ
と
だ
っ
た
。
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
曹
魏
か
ら
劉
宋
に
至
る
從
軍
行
の
系
譜
を
以
上
の
よ
う
に
總
括
す
る
な
ら
ば
、
梁
代
以
'の
從
軍
行
は
、
(く
新
し
い
局
面
を
示
す
こ
と
に
な
る
。
梁
代
の
「
從
軍
行
」
の
作
と
し
て
名
を
傳
え
る
の
は
、
す
で
に
取
り
上
げ
た
沈
を
最
も
初
期
の
作
と
し
て
、
こ
れ
に
均
・
蕭
子
顯
・
中
國
詩
文
論
叢
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蕭
綱
・
蕭
繹
・
劉
孝
儀
・
戴
嵩
ら
が
續
い
て
い
る
（
７
）。
今
は
便
宜
に
、
作
の
年
を
基
準
に
作
品
を
順
取
り
上
げ
る
こ
と
に
し
よ
う
。
陸
機
か
ら
沈
に
至
る
「
從
軍
行
」
の
傳
統
に
大
き
な
變
が
現
れ
る
の
は
、
均
に
お
い
て
で
あ
る
。
從
軍
行
均
男
兒
亦
可
憐
、
立
功
在
北
邊 	
	。
陣
頭
橫
卻

、
馬
腹
帶
錢
。
懷
戈
發
隴

	
	、
乘
凍
至
邊 	
	。

君
不
愛
、
自
直
如
弦
。
こ
こ
で
は
か
ね
て
「
從
軍
行
」
の
持
ち
味
で
あ
っ
た
從
軍
行
爲
の
多
樣
性
に
對
す
る
關
心
、
と
り
わ
け
方
面
の
羅
性
へ
の
配
慮
が
、
完

に
放
棄
さ
れ
て
い
る
。
か
れ
る
の
は
西
北
の
「
隴
」
、
東
北
の
「
邊
」
で
あ
り
、
そ
れ
は
首
聯
に
「
男
兒
亦
可
憐
、
立
功
在
北
邊 	
	」
と
提
示
す
る
の
と
相
い
呼
應
す
る
も
の
で
あ
る
。
均
は
、
從
軍
の
方
面
を
明
確
に
北
方
に
限
定
し
て
い
る
。
し
か
も
「
男
兒
亦
可
憐
、
立
功 	
	在
北
邊
」
の
詩
句
に
は
、
も
う
一
つ
目
す
べ
き
點
が
あ
る
。
こ
こ
に
は
從
軍
を
立
身
出
世
の
機
會
と
見
る
積
極
な
勢
が
示
さ
れ
て
い
る
が
、
そ
れ
は
從
軍
を
辛
と
見
る
こ
れ
ま
で
の
「
從
軍
行
」
の
基
本
勢
に
改
變
を
る
も
の
で
あ
る
（
８
）。
さ
ら
に
均
の
「
從
軍
行
」
の
新
し
さ
を
も
う
一
點
付
け
加
え
る
な
ら
ば
、
そ
の
韻
律
で
あ
る
。
て
が
「
二
四
不
同
」
の
律
句
で

さ
れ
た
四
韻
八
句
の
新
體
詩
は
、
當
時
の
韻
律
整
齊
の
最
先
端
の
果
を
示
す
も
の
で
あ
り
、
そ
れ
ま
で
の
「
從
軍
行
」
が
こ
の
二
倍
以
上
の
規
を
持
ち
、
ま
た
仄
に
も
慮
し
な
い
古
體
詩
で
あ
っ
た
こ
と
か
ら
の
大
き
な
跳
で
あ
る
。
こ
の
よ
う
な
韻
律
の
新
し
さ
は
、
「
從
軍
行
」
の
題
設
定
に
お
け
る
斬
新
性
と
一
體
の
試
み
と
し
て
理
解
す
べ
き
で
あ
ろ
う
。
に
讀
む
蕭
子
顯
の
「
從
軍
行
」
も
、
同
樣
の
韻
律
樣
式
な
新
し
さ
を
持
っ
て
い
る
。
一
見
し
て
分
か
る
こ
と
は
、
五
言
句
と
七
言
句
を
取
り
合
わ
せ
た
斬
新
な
五
七
言
體
の
詩
型
で
あ
り
、
し
か
も
五
言
句
の
部
分
は
、
當
時
の
新
し
い
韻
律
手
法
（
二
四
不
同
）
を
守
っ
た
律
句
で

さ
れ
た
も
の
で
あ
る
（
９
）。
從
軍
行
蕭
子
顯
左
角
明
王
	
	
	
	

 邊
左
角
明
王
 邊
を
す
輕
!良
家
惡
少
年
輕
!の
良
家
惡
少
年
縱
橫
向
沮
澤
縱
橫
沮
澤
に
向
か
ひ
凌
厲
取
山
田
凌
厲
山
田
を
取
る
"塵
不
見
景
"塵
景 ひ
は
見
え
ず
邊
塞
詩
の
出
現
（
松
原
）
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飛
蓬
恆
滿
天
飛
蓬
恆
に
天
に
滿
つ
邀
功
封
野
功
を
邀 も
とめ
て
野
に
封
ぜ
ら
れ
竊
寵
劫
祁



寵
を
竊 ぬ
すみ
て
祁
を
劫 う
ばふ
春
風
春
將
酒
春
風
春

將
に
酒
を
め
ん
と
す
妖

女
亂
君
	
妖

女
君
	に
亂
る

均
と
同
樣
に
こ
の
詩
で
も
、
陸
機
以
來
の
方
面
の
羅
性
は
完

に
放
棄
さ
れ
、
む
し
ろ
方
位
を
北
方
に
限
定
す
る
こ
と
で
、
作
品
に
統
一
な
題
を
與
え
よ
う
と
す
る
も
の
で
あ
る
。
こ
の
「
從
軍
行
」
に
新
し
く
加
さ
れ
た
素
材
を
げ
れ
ば
、
「
左
角
明
王
（
匈
奴
の
王
）」
「
祁
（
甘
肅
南
の
山
）」
が
あ
る
。
「
從
軍
行
」
に
お
い
て
長
以
北



の
地
が
提
さ
れ
る
の
は
、
こ
れ
が
初
め
て
で
あ
る
（
	
の

均
詩
で
は
「
隴
・
邊
」
ま
で
）。
ま
た
敵
對 
民
族 

（
匈
奴
）
が
明
示
さ
れ
る
の
も
、
こ
の
詩
が
嚆
矢
と
な
る
（
）。
こ
の
詩
は
、
方
面
を
北
方
に
限
定
し
、
朔
外
に
お
け
る
民
族
と
の
角
逐
に
題
の
焦
點
を
合
わ
せ
る
こ
と
で
、
「
い
わ
ゆ
る
邊
塞
詩
」
に
向
か
っ
て
大
き
く
	
し
て
い
る
。
こ
こ
で
と
り
わ
け
目
し
た
い
の
は
、
「
塵
不
見
景
、
飛
蓬
恆
滿
天
」
と
し
て
朔
外
の
風
土




が
體
に
寫
さ
れ
て
い
る
こ
と
で
あ
る
。
こ
れ
ま
で
の
「
從
軍
行
」
に
見
え
る
北
方
風
土
の
寫
は
、
陸
機
「

冰
結
衝
波
」、
顏
之
「
冰
沙
固
流
川
」、

均
「
乘
凍
至
邊
」
の
よ
う
に
、
大
 み
で
!念
な
域
を
出
な
い
も
の
で
あ
り
、
こ
こ
で
蕭
子
顯
が
「
塵
・
飛
蓬
」
と
い
う
個
別
事
象
に
"し
て
體
な
寫
に
#ん
で
い
る
こ
と
と
は
大
い
に
徑
庭
が
あ
る
。
そ
の
後
の
邊
塞
詩
が
風
土
へ
の
關
心
を
重
$な
特
%と
す
る
の
を
先
取
り
す
る
も
の
で
あ
る
。
ま
た
「
輕
&良
家
惡
少
年
」
「
妖

女
」
の
登
場
に
も
目
し
た
い
。
裕
'に
育
っ
た
伊
(
)が
、
功
名
心
に
は
や
っ
て
塞
外
の
戰
爭
に
赴
く
。
そ
し
て
*利
の
凱
旋
の
末
に
、
こ
の
伊
(
)は
、
君
の
御
	
に
う
妖

女
を
眺
め
な
が
ら
春
の
酒
に
醉
う
の
で
あ
る
。

均
の
詩
に
提
示
さ
れ
た
「
立
功
在
北
邊
」
の
意
欲
を
承
け
て
、
こ
れ
に
鮮
や
か
な
詩
心
象
を
與
え
た
も
の
と
な
っ
て
い
る
。
こ
こ
に
は
、
戰
場
へ
と
驅
り
出
さ
れ
て
、
從
軍
の
辛
酸
を
堪
え
+ぶ
兵
士
の
,は
な
い
。
そ
も
そ
も
陸
機
よ
り
沈
-に
至
る
作
)た
ち
は
、
各
詩
篇
の
.頭
に
「
/
哉
0征
人
」
（
陸
機
・
顏
之
）・
「
惜
哉
征
夫
子
」
（
沈
-）
の
句
を
配
す
る
こ
と
で
、
「
從
軍
行
」
の
題
が
、
從
軍
の
辛
1




を
2べ
る
こ
と
に
あ
る
と
表
明
し
て
い
た
。
そ
の
基
本
な
題
設
定
が
蕭
子
顯
に
よ
っ
て
變
更
さ
れ
た
こ
と
を
、
確
3し
て
お
き
た
い
。
蕭
子
顯
の
「
從
軍
行
」
は
、

均
の
作
を
さ
ら
に
一
4
め
た
5に
位
置
し
て
い
る
。
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
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均
と
蕭
子
顯
に
よ
っ
て
試
み
ら
れ
た
新
し
い
「
從
軍
行
」
へ
の
摸
索
は
、
そ
の
後
の
梁
代
後
期
の
作
た
ち
に
よ
っ
て
さ
ら
に
深
さ
れ
る
こ
と
に
な
る
。
梁
代
後
期
の
詩
人
と
し
て
最
も
獨
創
な
詩
人
は
、
蕭
綱
で
あ
る
。
中
大
三
年
（
五
三
一
）、
昭
明
太
子
蕭
統
の
薨
去
に
っ
て
皇
太
子
に
冊
立
さ
れ
た
後
、
彼
は
文
字
り
文
壇
の
中
心
と
な
っ
た
。
こ
の
時
代
を
風
靡
し
た
「
宮
體
詩
」
が
、
蕭
綱
と
彼
の
下
に
蝟
集
し
た
東
宮
の
文
人
た
ち
に
よ
っ
て
立
し
た
こ
と
は
文
學
史
の
記
す
と
こ
ろ
で
あ
る
が
、
邊
塞
詩
と
い
う
	別
を
確
立
し
た
點
に
お
い
て
も
彼
は
最
た
る
功
勞
で
あ
る
。
從
軍
行
二
首
其
一
梁
・

文

貳
師
惜
善
馬
貳
師
（
李
廣
利
）
善
馬
を
惜
し
み
樓


貪
財
樓

財
を
貪
る
年
出
右
地
年
右
地
に
出
で
今
討
輪
臺 

今

輪
臺
（
吐
魯
番
）
を
討
つ
魚
雲
旗
聚
魚
雲
旗
を
め
ば
聚
ま
り
龍
沙
隨
陣
開
龍
沙
陣
に
隨
ひ
て
開
く
冰

浴
鐵
冰

に
鐵
を
浴
び
地
夜
銜
枚
地

夜
に
枚
を
銜
む
將
軍
號
令
密
將
軍
號
令
密
に
天
子
璽
書
催
天
子
璽
書
催
す
何
時
反
舊
里
何
れ
の
時
か
舊
里
に
反
り
て
遙
見
下
機
來
遙
か
に
機
を
下
り
來
る
を
見
ん
貳
師
將
軍
の
李
廣
利
は
、
駿
馬
を
求
め
て
大
宛
に
軍
を
め
、
す
が
ら
の
財
寶
を
貪
る
樓
を
ら
げ
る
。
年
は
、
隴
右
を
攻
め
、
今
年
は
輪
臺
を
征
伐
す
る
。
く
軍
旗
を
め
ば
、
鱗
雲
の
よ
う
に
密
集
し
、
龍
沙
の
砂
は
、
陣
地
を
め
る
ご
と
に
さ
ら
に
奧
へ
と
廣
が
る
。
氷
の
に
、
鐵
の
鎧 よろ
いを
せ
た
馬
を
走
ら
せ
、
塹
壕
を
、
枚
を
銜
ん
で
む
。
將
軍
は
、
將
士
に
嚴
命
を
下
し
、
天
子
は
璽
書
を
寄
こ
し
て
決
戰
を
催
す
。
と
こ
ろ
で
一
體
い
つ
、
故
に
歸
っ
て
、
妻
が
機
織
り
の
手
を
や
め
て
私
を
出
え
て
く
れ
る
日
が
來
る
も
の
だ
ろ
う
か
。
―
其
二
雲
中
亭
障
檄
、
甘
泉 
烽
火
夜
明
。
貳
師
將
軍
新
營
、
嫖
姚
校
尉
初
出
征
。
復
有
山
西
將
、
世
愛
雄
名
。
三
門
應
遁
甲
、
五
壘
學
 兵
。
白
雲
隨
陣
色
、
!山
答
鼓
聲
。
"
#觀
鵝
$、
參
差
睹
雁
行
。
先
小
%陣
、
卻
滅
大
宛 

。
善
馬
&長
樂
、
'金
付
水
衡
。
小
(趙
人
能
鼓
瑟
、
侍
婢
初
笄
解
鄭
聲
。
庭
桃
)飛
已
合
、
必
應
紅
妝
*見
。
邊
塞
詩
の
出
現
（
松
原
）
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蕭
綱
の
こ
の
二
首
と
も
、
方
位
の
羅
性
を
放
棄
し
、
そ
の
上
で
西
北
邊
疆
（
其
一
：
樓
・
輪
臺
、
其
二
：
甘
泉
・
大
宛
）
に
焦
點
を
合
わ
せ
て
い
る
。
ま
た
從
軍
の
辛
を
題
と
し
て
き
た
傳
統
も
、
こ
こ
に
は
め
ら
れ
な
い
。
こ
の
點
で
、
蕭
綱
の
作
は
、
梁
代
期
の
均
・
蕭
子
顯
を
經
	し
た
後
の
作
な
の
で
あ
る
。
も
っ
と
も
こ
の
蕭
綱
の
「
從
軍
行
」
は
、
均
・
蕭
子
顯
の
ま
ま
に
止
ま
っ
て
い
た
の
で
は
な
く
、
更
に
新
し
い
試
み
に
踏
み
出
す
も
の
で
あ
っ
た
。
そ
れ
は
第
一
に
、

臺
を
、
く
長
以
北



ま
で
擴
大
し
た
こ
と
で
あ
る
。
す
で
に
蕭
子
顯
が
「
祁
」
に
言
し
た
時
點
で
そ
の
兆
候
は
め
ら
れ
て
い
た
が
、
蕭
綱
は
、
そ
れ
を
極
限
大
に
伸
張
し
た
。
こ
れ
ま
で
の
「
從
軍
行
」
が
、
い
わ
ば
中
國
域
（
長
以
南
～
五
嶺
以
北
（
））
を
世
界
と
し
て
い
た
こ
と
か
ら
の
大
き
な

が
行
わ
れ
た
の
で
あ
る
。
譬
喩
に
言
え
ば
、
蕭
子
顯
は
、
片
足
を
お
ず
お
ず
と
長
の
向
こ
う
に
伸
ば
し
た
に
	ぎ
な
か
っ
た
の
を
、
蕭
綱
は
長
を
跨
い
で
く

き
去
っ
た
の
で
あ
る
。
蕭
綱
の
手
の
中
で
邊
疆
は
、
「
單
な
る
中
國
か
ら
い
邊
疆
」
と
い
う
負
の
意
味



を
持
つ
土
地
で
は
な
く
、
「
中
國
と
は
質
な
世
界
」
と
し
て
、
獨
自
の
價
値
と
特
を
張
す
る
土
地
と
し
て
か
れ
る
機
が
で
き
た
の
で
あ
る
。
蕭
綱
は
、
二
篇
の
「
從
軍
行
」
の
開
始
の
部
分
で
「
貳
師
」
に
言

す
る
が
、
こ
の
貳
師
と
は
、

・
武
の
命
を
受
け
て
大
宛
を
征
し
、
汗
血
馬
を
手
に
入
れ
た
貳
師
將
軍
李
廣
利
の
こ
と
で
あ
る
。
こ
こ
で
は
特
に
、
李
廣
利
の
名
に
よ
っ
て
か
れ
る
大
宛 
の
地
名
に
目
し
て
み
よ
う
。
そ
の
フ
ェ
ル
ガ
ナ
地
方
に
あ
っ
た
イ
ラ
ン
系
民
族
の
國
家
は
、
張
騫
の
報
に
よ
っ
て
初
め
て
中
國
に
知
ら
れ
、
そ
の
後
、
武
が

 し
た
李
廣
利
の
征
軍
に
征
!さ
れ
て
、
駿
馬
（
汗
血
馬
）
が
中
國
に
も
た
ら
さ
れ
た
と
言
わ
れ
る
。
そ
の
大
宛
・
汗
血
馬
が
喚
"す
る
の
は
、
紫
髯
#眼
の
胡
人
の
$む
「
中
國
と
は
質
な
世
界
」
の
イ
メ
ー
ジ
で
あ
り
、
そ
こ
は
中
國
の
文
%が
&え
果
て
る
單
な
る
暗
'の
世
界
で
は
な
く
、
中
國
と
は
質
な
文
明
の
光
が
射
し
來
た
る
「
外
國
」
と
し
て
提
示
さ
れ
る
の
で
あ
る
。
ま
た
第
二
に
、
閨
怨
の
(素




が
持
ち
)ま
れ
た
こ
と
で
あ
る
。
其
一
の
末
尾
に
は
「
何
時
反
舊
里
、
遙
見
下
機
來
―
何
時
に
な
れ
ば
故
*に
歸
る
日
が
來
て
、
妻
が
機
織
り
臺
か
ら
+り
て
自
分
を
出
,え
て
く
れ
る
だ
ろ
う
か
？
」
、
其
二
の
末
尾
に
は
「
小
-趙
人
能
鼓
瑟
、
侍
婢
初
笄
解
鄭
聲
。
庭
桃
.飛
已
合
、
必
應
紅
妝
"見
,―
/嫁
は
趙
國
の
人
の
よ
う
に
瑟
が
上
手
で
、
侍
婢
は
や
っ
と
一
人
と
い
う
の
に
鄭
の
歌
を
巧
み
に
唱
う
。
庭
先
の
桃
の
.は
散
っ
て
0が
1る
頃
だ
。
き
っ
と
美
し
く
粧
っ
て
自
分
を
出
,
え
て
く
れ
る
だ
ろ
う
」
と
い
う
語
を
配
し
て
、
從
軍
の
長
2か
ら
男
性
中
國
詩
文
論
叢
第
二
十
四
集
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が
歸
る
の
を
待
ち
か
ね
る
女
性
の
を
詩
に
登
場
さ
せ
て
い
る
。
陸
機
以
來
の
「
從
軍
行
」
が
、
從
軍
の
辛
を
べ
る
た
め
に
こ
と
さ
ら
に
伐
と
し
た
光
景
を
き
續
け
て
き
た
こ
と
と
對
蹠
と
言
う
べ
き
だ
ろ
う
か
。
ま
た
蕭
子
顯
詩
に
「
春
風
春
將
	酒
、
妖


女
亂
君
」
と
し
て
現
れ
る
女
性
は
、
言
わ
ば
君
か
ら
の
襃
美
と
し
て
與
え
ら
れ
た
余
興
の
一
部
と
解
釋
す
べ
き
で
あ
り
、
閨
怨
と
は
似
て
非
な
る
も
の
で
あ
る
。
こ
う
し
た
點
に
立
つ
と
き
、
蕭
綱
が
「
從
軍
行
」
に
閨
怨
の
素
を
持
ち
ん
だ
こ
と
は
、
彼
の
斬
新
な
作
品
設
計
の
結
果
と
理
解
す
べ
き
も
の
で
あ
る
。
そ
の
後
の
邊
塞
詩
が
、
そ
の
世
界
を
豐
か
に
す
る
た
め
に
閨
怨
と
の
融
合
の
を
	む
こ
と
に
な
る
、
そ
の


は
こ
の
邊
に
あ
る
と
言
え
よ
う
。
陳
の
「
從
軍
行
」
は
、
梁
の
長
上
に
あ
っ
た
。
從
軍
行
二
首
其
二
王
襃
河
流
水
、
馬
征
人
。
谷
河
陽
縣
、
橋
度
小
津
。
年
少
多

、
結
客
好
輕
身
。
代
風
愁
櫪
馬
、
胡
霜
宜
角
筋
。
書
勞

、
邊
鞍
倦
辛
。
康
居
因
使
、
盧
龍
稱
魏
臣
。
 戍
唯
看
柳
、
邊
!不
識
春
。
男
兒
重
意
氣
、
無
爲
羞
賤
貧
。
年
"き
伊
#
$た
ち
が
、
北
風
の
中
に
い
き
り
立
つ
駿
馬
に
跨
っ
て
、
洛
陽
か
ら
出
陣
す
る
。
康
居
（
サ
マ
ル
カ
ン
ド
）
の
捷
報
は
の
使
%
に
よ
っ
て
も
た
ら
さ
れ
、
盧
龍
（
幽
州
）
の
胡
人
は
、
魏
の
臣
下
と
な
っ
た
。
邊
塞
の
地
は
、
柳
が
吹
く
だ
け
で
、
春
ら
し
く
&が
'く
こ
と
も
な
い
。
と
も
あ
れ
男
兒
は
意
氣
み
が
大
事
な
の
だ
。
貧
賤
を
(く
眞
似
だ
け
は
ご
)こ
う
む
る
。
―
從
軍
行
（
*）
張
正
見
將
軍
定
朔
邊
將
軍
朔
邊
を
定
め
ん
と
し
+斗
出
祁
,
+斗
祁
,に
出
づ
高
柳
橫
長
塞
高
柳
（
山
西
大
同
）
長
塞
に
橫
は
り
楡
關
接
-天
楡
關
（
.蒙
河
套
）
-天
に
接
す
井
泉
含
陣
竭
井
泉
陣
を
含
み
て
竭
き
風
火
映
山
然
烽
火
山
に
映
じ
て
然
ゆ
欲
知
客
心
斷
客
心
の
斷
ゆ
る
を
知
ら
ん
と
欲
せ
ば
旄
旌
萬
里
懸
旄
旌
萬
里
に
懸
る
朔
邊
を
定
し
よ
う
と
、
祁
,山
を
目
指
し
て
、
山
西
北
部
か
ら
.
蒙
河
套
へ
と
行
軍
を
續
け
る
。
故
/を
思
う
悲
し
み
は
、
0里
の
風
に
搖
れ
な
び
く
不
安
な
旗
の
よ
う
だ
。
―
從
軍
行
二
首
其
一
李
白
從
軍
玉
門

軍
に
從
ふ
玉
門
の

邊
塞
詩
の
出
現
（
松
原
）
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逐
金
山
を
逐
ふ
金
（
新
疆
と
外
蒙
の
境
界
）
の
山
笛
奏

曲
笛
は
奏
す

の
曲
（
樂
府


）
刀
開
明


刀
は
開
く
明
の

鼓
聲
鳴
	上
鼓
聲
	上
（
沙

）
に
鳴
り
兵
氣
擁
雲

兵
氣
雲
を
擁
す
願
斬
單
于
首
願
は
く
は
單
于
の
首
を
斬
り
て
長
驅
靜
鐵
關
長
驅
鐵
關
を
靜
め
ん
こ
と
を
玉
門
關
へ
の
を
從
軍
し
、
金
山
で
胡
人
を
蹴
散
ら
す
。
願
わ
く
は
匈
奴
の
酋
長
の
首
を
斬
っ
て
、
鐵
門
關
（
サ
マ
ル
カ
ン
ド
東
方
）
ま
で
定
し
た
い
も
の
だ
。
―
蕭
綱
以
は
、
王
襃
・
張
正
見
・
李
白
へ
と
、
こ
こ
ま
で
來
る
と
「
從
軍
行
」
は
も
は
や
大
き
く
屈
折
す
る
こ
と
も
な
く
、
順
に
展
開
し
た
こ
と
が
分
か
る
。
梁
陳
の
「
從
軍
行
」
を
括
す
れ
ば
唯
一
の
例
外
で
あ
る
蕭
繹
の
一
首
が
長
江
流
域
を
臺
と
す
る
の
を
除
い
て
（
）
て
が
臺
を
北
の
邊
疆
に
求
め
る
も
の
へ
と
收
斂
し
て
い
る
こ
と
が
確
さ
れ
た
。
ま
た
第
二
に
、
王
粲
な
い
し
は
陸
機
・
顏
之
・
沈
の
作
が
、
從
軍
と
い
う
行
爲
を
多
樣
で
苛
な
境
に
曝
さ
れ
る
辛
に
滿
ち
た
も
の
と
し
て
き
出
そ
う
と
す
る
た
め
に
境
（
と
り
わ
け
方
面
）
の
多
樣
性
に
腐
心
し
た
こ
と
と
、
袂
を
分
か
っ
た
。
從
軍
を
、
い
ら
れ
た
痛
に
滿
ち
た
も
の
と
し
て
く
の
で
は
な
く
、
時
と
し
て
、
立
功
と
い
う
自
發
な
動
機
を
表
明
す
る
作
例
も
現
れ
る
の
で
あ
る
。
そ
し
て
第
三
に
、
閨
怨
の
手
法
が
、
し
ば
し
ば
邊
塞
の
風
土
に
り
を
添
え
る
こ
と
に
な
る
。
蕭
綱
に
至
る
ま
で
の
「
從
軍
行
」
は
、
い
わ
ば
從
軍
と
い
う
行
爲
に
し
て
、
そ
の
辛
を
く
從
軍
詩
で
あ
っ
た
。
そ
れ
が
蕭
綱
ら
の
手
の
中
で
、
從
軍
行
爲
そ
の
も
の
で
は
な
く
、
そ
の
圍
に
あ
る
も
の
質
な
風
土
・
立
功
の
野
心
・
閨
怨
の
思
い
に
關
心
を
向
け
る
樣
式
へ
と
 皮
を
!げ
る
。
そ
の
新
た
に
形
"さ
れ
た
樣
式
は
、
最
早
か
つ
て
の
從
軍
詩
で
は
な
く
、
新
た
に
邊
塞
詩
と
呼
ば
れ
る
に
相
應
し
い
も
の
だ
っ
た
の
で
あ
る
。
五
樂
府
「
燕
歌
行
」
閨
怨
詩
か
ら
邊
塞
詩
へ
「
燕
歌
行
」
は
、
邊
塞
詩
の
代
表
な
樂
府
題
と
し
て
知
ら
れ
る
が
（
高
#「
燕
歌
行
」
）、
當
初
は
邊
塞
詩
と
は
無
關
係
の
も
の
で
あ
っ
た
。
本
$で
は
、
そ
の
「
燕
歌
行
」
が
如
何
に
し
て
邊
塞
詩
と
し
て
の
性
格
を
め
た
の
か
を
考
察
す
る
こ
と
に
し
よ
う
。
燕
歌
行
は
、
古
辭
は
現
存
し
て
お
ら
ず
、
曹
丕
の
二
首
（
左
%）
が
中
國
詩
文
論
叢
第
二
十
四
集
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最
古
で
あ
る
。『
樂
府
解
題
』
は
そ
の
二
首
に
つ
い
て
「
言
時
序
換
、
行
役
不
歸
、
人
怨
曠



無
訴
也
」
と
括
し
て
い
る
。
時
が
ぎ
、
季
	が
移
り
變
わ
っ
た
に
も
拘
わ
ら
ず
、

に
出
た
男
性
は
歸
ら
ず
、
孤
閨
の
女
性
が
怨
の
思
い
を
懷
く
こ
と
を
題
と
す
る
閨
怨
詩
で
あ
っ
た （
）。
燕
歌
行
其
一
魏
・
文
曹
丕
秋
風
蕭
瑟
天
氣
涼
秋
風
蕭
瑟
と
し
て
天
氣
涼
し
木
搖
露
爲
霜
木
搖
し
て
露
霜
と
爲
り
群
燕
辭
歸
雁
南

群
燕
は
辭 さ
り
歸
り
て
雁
は
南
に
る
念
君
客
多
思
腸
念
ふ
君
が
客
し
て
思
腸
か
な
し
み多
く
慊
慊
思
歸
戀
故

慊
慊
と
し
て
歸
る
を
思
ひ
故
を
戀
ふ
る
を
君
何
淹
留
寄
他
方
君
は
何
ぞ
淹
留
し
て
他
方
に
寄 と
どま
る
賤
妾
煢
煢
守
空

賤
妾
は
煢
煢
と
し
て
空
を
守
る
憂
來
思
君
不
敢

憂
ひ
來
り
て
君
を
思
へ
ば
敢
て
れ
ず
不
覺
下
霑
衣
裳
覺
え
ず
下
り
て
衣
裳
を
霑
ほ
す
琴
鳴
絃
發


琴
を

と
り
絃
を
鳴
ら
し
て

を
發
す
る
も
短
歌
吟
不
能
長
短
歌
吟
長
き
こ
と
能
は
ず
明
皎
皎
照
我
牀
明
皎
皎
と
し
て
我
が
牀
を
照
ら
し
星
西
流
夜
未
央
星

西
に
流
れ
て
夜
未
だ
央 つ
き
ず
牽
牛
織
女
遙
相

牽
牛
織
女
遙
か
に
相
ひ
む
爾
獨
何
辜
限
河
梁
爾
獨
り
何
の
辜 つ
みあ
り
て
か
河
梁
に
限
ら
る
其
二
別
日
何
易
會
日
、
山
川
悠
路
漫
漫
。
鬱
陶
思
君
未
敢
言
、
寄
聲
雲
 不
!。
涕
零
雨
面
毀
容
顏
、
誰
能
懷
憂
獨
不
歎
。
展
詩
歌
聊
自
寬
、
樂
 哀
來
摧
"肝
。
耿
耿
伏
枕
不
能
眠
、
披
衣
出
#
$東
西
。
仰
看
星
觀
雲
、
飛
%晨
鳴
聲
可
憐
、
留
&
'懷
不
能
存
。
『
樂
府
解
題
』
の
指
摘
に
加
え
て
、
曹
丕
か
ら
劉
宋
に
至
る
「
燕
歌
行
」
に
は
、
さ
ら
に
二
點
の
(束
が
あ
っ
た
。
第
一
に
、
時
は
秋
、
「
秋
風
蕭
瑟
天
氣
涼
、
木
搖
露
爲
霜
。
群
燕
辭
歸
雁
南
」
（
其
一
）
と
そ
の
寂
寥
の
季
	が
設
定
さ
れ
て
い
る
こ
と
で
あ
る
。
魏
の
曹
睿
（
明
）
の
作
で
は
「
秋
捲
)摧
枝
莖
、
翩
翩
飛
蓬
常
獨
征
」
と
*
べ
ら
れ
、
西
晉
の
陸
機
で
は
「
四
時
代
序
+不
,、
-風
.
.

)飛
。
蟋
蟀
在
堂
露
盈
/」
、
劉
宋
の
謝
靈
0で
は
「
孟
1初
-
	氣
2、
悲
風
入
閨
霜
依
庭
。
秋
蝉
噪
柳
燕
辭
楹
」
、
謝
惠
&で
は
「
四
時
推

3
不
停
、
三
秋
蕭
瑟
)辭
莖
、
飛
霜
被
野
雁
南
征
」
と
、
い
ず
れ
も
季
	
を
秋
に
設
定
す
る
こ
と
が
「
燕
歌
行
」
制
作
の
條
件
に
な
っ
て
い
た
。
第
二
に
、
女
性
の
閨
怨
を
4く
こ
と
に
專
念
す
る
た
め
に
、
男
性
の
5況
に
つ
い
て
は
、
6體
7に
8明
す
る
こ
と
は
無
か
っ
た
。
そ
の
限
邊
塞
詩
の
出
現
（
松
原
）
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ら
れ
た
男
性
に
つ
い
て
の
寫
を
見
る
と
、「
客
」
（
曹
丕
・
謝
惠
）、
「
子
」
（
曹
睿
）、
「

」
（
陸
機
）
と
あ
り
、
そ
れ
ら
は
傳
統
に
、
宦
や
估
の
長
、
あ
る
い
は
侠
客
の
放
蕩
を
	べ
る
用
語
で
あ
っ
て
、
從
軍
と
結
び
つ
く
も
の
で
は
な
い
。
唯
一
の
例
外
は
謝
靈

の
「
念
君
行
役
怨
邊
。
君
何
崎
嶇
久
徂
征
」
で
あ
り
、
こ
こ
で
は
邊
疆
へ
の
從
軍
が
示
さ
れ
て
い
る
。
し
か
し
そ
の
邊
の
在
は
あ
え
て
不
明
の
ま
ま
で
あ
り
、
こ
れ
を
北
方
の
邊
＝
邊
塞
と
見
る
べ
き
根
據
は
な
い
の
で
あ
る
。
つ
ま
り
劉
宋
ま
で
の
「
燕
歌
行
」
は
、
あ
く
ま
で
も
思
の
怨
を
題
と
す
る
閨
怨
詩
で
あ
る
に
留
ま
り
、
男
性
の
境
に
は
關
心
を
示
す
こ
と
も
な
く
、
す
る
に
邊
塞
詩
と
は
無
の
存
在
だ
っ
た
の
で
あ
る
。
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
「
燕
歌
行
」
は
、
梁
代
の
詩
人
た
ち
―
蕭
子
顯
・
蕭
繹
・
王
襃
・

信
―
の
手
中
で
、
新
た
に
生
ま
れ
變
わ
る
。
こ
の
う
ち
相
い
唱
和
し
て
っ
た
蕭
繹
・
王
襃
・
信
の
三
首
は
、
蕭
繹
が
江
陵
で
位
し
た
時
期
（
五
五
二
年
）
の
作
と
見
ら
れ
る
の
で
、
蕭
子
顯
（
四
八
七
～
五
三
五
年
）
の
作
は
、
王
襃
ら
の
作
に
先
ん
じ
て
っ
た
も
の
で
あ
る
。
し
か
し
こ
の
梁
代
期
の
作
で
あ
る
蕭
子
顯
の
「
燕
歌
行
」
を
一
讀
す
れ
ば
、
す
で
に
し
て
劉
宋
ま
で
の
詩
人
た
ち
と
は
明
ら
か
に
質
な
世
界
に
踏
み
ん
だ
も
の
と
な
っ
て
い
る
。
燕
歌
行
蕭
子
顯
風
光
遲
出
蘋
風
光
遲
し
て
蘋
出
で
條
鳥
鳴
發
春
條
の
鳥
發
春
（
初
春
）
に
鳴
く
洛
陽
梨

如

洛
陽
の
梨

ち
て
の
如
く
河
邊
細
 細
如
茵
河
邊
の
細
 
細
き
こ
と
茵 しと
ねの
如
し
桐
生
井
底
!交
枝
桐
は
井
底
（
中
庭
）に
生
ひ
て
!は
枝
に
交
は
り
今
看
無
端
雙
燕
離
今
は
看
る
端
無
く
も
雙
燕
の
離
る
る
を
五
重
飛
樓
入
河
"
五
重
の
飛
樓
河
"に
入
り
九
#閣
$暗
%池
九
#の
閣
$
%池
を
暗
く
す
遙
看
白
馬
津
上
吏
遙
か
に
看
る
白
馬
津
上
の
吏
傳
$
&龍
征
戍
兒
'
'
'
'
'
傳
へ
て
$ふ
&龍
征
戍
の
兒
明
(金
光
徒
照
妾
明
(の
金
光
徒
ら
に
妾
を
照
ら
す
も
)雲
玉
!君
不
知
)雲
玉
!
君
（
&龍
征
戍
兒
）
は
知
ら
ず
思
君
昔
去
柳
依
依
思
ふ
君
昔
去
り
し
と
き
柳
依
依
た
り
至
今
八
(
*
+歸
今
に
至
れ
ば
す
で
に
八
(
+を
*け
て
歸
れ
明
珠
蠶
,
-登
機
明
珠
の
蠶
,
-め
て
機
に
登
り
鬱
金
香
.特
香
衣
鬱
金
の
香
.
特
に
衣
を
香 か
をら
す
洛
陽
頭
/欲
0
洛
陽
頭
/
0け
ん
と
欲
し
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丞
相
府
中
烏
未
飛
丞
相
府
中
烏
未
だ
飛
ば
ず
夜
征
人
狐
貉
夜
征
人
を
み
て
狐
貉
を
ひ
私
憐
織
裁
錦
緋
私
か
に
織
を
憐
み
て
錦
緋
を
裁
つ
刀
鄭
綿
絡
刀
鄭
の
綿
絡
閨
夜
被

閨
夜
被 ふす
ま
し
年
	上
水
中
鳧
年
	上
水
中
の
さ
び
し
き
鳧
日


夜
空
雀
日


夜
空
の
わ
び
し
き
雀
こ
の
詩
が
換
韻
の
句
韻





で
あ
る
こ
と
は
、
曹
丕
に
始
ま
る
「
燕
歌
行
」
が
一
貫
し
て
一
韻
到
底
の
句
韻







で
あ
っ
た
の
に
對
す
る
、
形
式
（
韻
律
）
の
一
大
轉
換
で
あ
る
。
こ
の
詩
が
、
「
燕
歌
行
」
の
史
に
占
め
る
畫
期
性
格
は
、
こ
の
點
に
ま
ず
予
さ
れ
て
い
る
と
言
っ
て
良
い
。こ
の
詩
に
見
え
る
第
一
の
變
は
、
時
を
春
に
設
定






し
た
こ
と
で
あ
る
。「
風
光
遲
出
蘋
、
條
鳥
鳴
發
春
。
洛
陽
梨

如
、
河
邊
細
細
如
茵
」
。
曹
丕
か
ら
謝
惠
に
至
る
「
燕
歌
行
」
が
い
ず
れ
も
秋
の
時
を
設
定
し
て
い
た
傳
統
に
對
し
て
、
こ
れ
は
大
い
な
る

で
あ
る
。
（
た
だ
し
中
で
「
思
君
昔
去
柳
依
依
、
至
今
八

 
!歸
」
と
し
て
秋
の
季
"に
轉
ず
る
の
は
、
先
行
作
品
の
影
#で
あ
ろ
う
か
）
押
韻
法
、
お
よ
び
季
"設
定
の
二
つ
の
目
立
っ
て
大
き
な
變
の
中
で
、
「
燕
歌
行
」
の
史
の
中
で
初
め
て
こ
こ
に
男
性
の
$在
が
明
か
さ
れ
た
こ
と
を
見
%し
て
は
な
る
ま
い
。
「
遙
看
白
馬
津
上
吏
、
傳
&
'龍 
征
戍
兒
」
と
あ
る
そ
の
「
'龍
」
は
、
現
在
の
(
)省
開
原
市
の
西
北
に
當
た
っ
て
い
る
。
繰
り
*せ
ば
曹
丕
か
ら
謝
惠
に
至
る
「
燕
歌
行
」
で
は
、
男
性
に
つ
い
て
は
+別
・
久
別
が
,然
と
語
ら
れ
る
だ
け
で
あ
る
。
す
な
わ
ち
曹
丕
「
君
何
淹
留
寄
他
方
」
（
其
一
）「
山
川
悠
+路
漫
漫
」
（
其
二
）、
陸
機
「
念
君
+
-常
.悲
」、
謝
靈
/「
念
君
行
役
怨
邊
」、
謝
惠

「
念
君
客
-羇
思
盈
」
等
、
い
ず
れ
も
そ
の
0體
な
1況
が
提
示
さ
れ
る
こ
と
は
無
か
っ
た
。
こ
の
事
實
は
、
傳
統
な
「
燕
歌
行
」
が
、
閨
中
の
孤
獨
な
女
性
を
2く
こ
と
に
專
念
す
る
作
法
を
3っ
て
、
男
性
に
つ
い
て
の
1報
を
意
圖
し
て
あ
え
て
封
印
し
た
結
果
と
理
解
す
べ
き
で
あ
ろ
う
。
こ
の
よ
う
に
考
え
る
な
ら
ば
、
こ
の
詩
で
男
性
の
$在
が
特
定
さ
れ
る
に
至
っ
た
こ
と
、
し
か
も
そ
れ
が
'龍
と
い
う
東
北
邊
疆
の
地
名
と
な
っ
た
こ
と
は
、
單
な
る
偶
然
以
上
の
理
由
が
あ
っ
た
と
見
な
け
れ
ば
な
る
ま
い
。
し
か
し
、
そ
も
そ
も
な
ぜ
'龍
な
の
か
？
そ
れ
は
言
う
ま
で
も
な
く
、
樂
府
題
「
燕
歌
行
」
と
對
應
さ
せ
る
た
め
に
、
か
つ
て
の
燕
の
疆
域
に
あ
る
こ
の
地
名
を
取
り
上
げ
る
必
4が
あ
っ
た
た
め
で
あ
る ＊
。
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＊
樂
府
題
「
燕
歌
行
」
の
由
來
は
不
明
と
さ
れ
る
が
、
一
に
燕
に
特
有
の
旋
律
を
持
つ
た
め
だ
と
も
言
う
。
こ
の
明
を
裏
せ
ば
、
「
燕
歌
行
」
の
歌
辭
容
は
從
來
（
曹
丕
・
陸
機
・
謝
靈
・
謝
惠
）
、
燕
の
土
地
と
の
特
定
の
關
係
が
缺
如
し
て
い
た
こ
と
を
示
す
。
樂
府
題
は
、
そ
も
そ
も
樂
曲
の
名
稱
で
あ
り
、
必
ず
し
も
歌
辭
の
容
と
對
應
す
る
も
の
で
は
な
か
っ
た
。
し
か
し
そ
の
後
に
樂
曲
が
失
わ
れ
た
結
果
、
樂
府
題
と
歌
辭
容
の
乖
離
ば
か
り
が
目
立
っ
て
意
識
さ
れ
、
そ
れ
を
克
す
る
た
め
に
、
齊
梁
時
期
に
な
る
と
樂
府
題
の
字
面
に
し
た
歌
辭
の
制
作
方
法
（
樂
府 	
	
賦
題
法
	
	
	）
が
提
唱
さ
れ
る
こ
と
に
な
る
。
蕭
子
顯
の
「
燕
歌
行
」
が
燕
の

龍
に
言
し
た
の
は
、
正
し
く
こ
の
樂
府
賦
題
法
に
よ
る
も
の
で
あ
る
（
第
七
に
後
）。

龍
が
、
燕
の
地
に
屬
し
、
そ
の
地
域
が
た
ま
た
ま
北
の
邊
疆
（
敵
對
民
族
の
正
面
）
に
當
た
っ
て
い
た
た
め
に
、
こ
の
男
性
は
、


や
宦
で
は
な
く
、
從
軍
の
兵
士
（
「

龍
征
戍
兒
」
）
と
し
て
か
れ
た
。
そ
し
て
こ
の
結
果
、
北
の
邊
疆
と
從
軍
と
を
題
材
と
す
る
こ
の
詩
は
、
邊
塞
詩
と
し
て
の
基
礎
條
件
を
滿
た
す
も
の
と
な
っ
た
の
で
あ
る
。
「
燕
歌
行
」
が
邊
塞
詩
へ
と
變
貌
す
る
機
は
、
こ
の

龍
と
い
う
地
名
に
あ
っ
た
の
で
あ
る
（
）。
と
は
言
え
蕭
子
顯
の
こ
の
詩
に
出
現
し
た
邊
塞
は
、
ま
だ
甚
だ
控
え
目
で
あ
る
。
「
白
馬
津
（

河
の
渡
し
）
の
役
人
に
會
っ
て
ね
て
み
た
と
こ
ろ
、

龍
に
出
征
し
て
い
る
兵
士
の
息
を
知
ら
せ
て
く
れ
た
」
と
べ
る
だ
け
で
、
そ
れ
以
上
に
踏
み
ん
で
邊
塞
＝

龍
の
風
土
が
か
れ
る
わ
け
で
も
な
く
、
ま
た
そ
こ
の
男
性
の
從
軍
生
活
が
か
れ
る
わ
け
で
も
な
い
。
む
し
ろ
こ
の
詩
に
お
い
て
は
、
「
白
馬
」
と
「


龍
」
と
の
色
對
の
效
果
を
樂
し
む
こ
と
が
面
に
押
し
出
さ
れ
て
、
却
っ
て

龍
が
「
燕
歌
行
」
に
初
め
て
現
れ
た
邊
塞 	
	で
あ
る
こ
と
の
意
味
が
埋
し
て
い
る
。
し
か
し
そ
れ
は
仕
方
な
い
こ
と
で
も
あ
る
。
本
來
が
閨
怨
詩
で
あ
っ
た
「
燕
歌
行
」
で
あ
れ
ば
、
一
に
邊
塞
詩
へ
と
變
貌
を
げ
る
こ
と
は
、
も
と
よ
り
容
易
な
こ
と
で
は
な
か
っ
た
。
と
は
い
え
、
季
を
秋
か
ら
春
に
變
え
た
こ
と
、
賦
題
法
に
よ
っ
て
「
燕
」
の
土
地
に
關
わ
り
を
求
め
た
こ
と
、
ま
た
そ
の
結
果
と
し
て
男
性
の
先
が
「

龍
」
と
い
う
邊
塞
に
定
め
ら
れ
た
こ
と
は
、
劉
宋
ま
で
の
「
燕
歌
行
」
の
面
目
を
一
新
す
る
こ
と
に
な
っ
た
。
王
襃
ら
の
新
し
い
「
燕
歌
行
」
は
、
こ
こ
を
出
發
點
と
す
る
こ
と
に
な
る
（
）。
に
、
王
襃
の
作
を
見
て
み
る
こ
と
に
し
よ
う
。
『
北
史
』
八
三
の
「
王
襃
傳
（
）」
の
記
事
に
據
れ
ば
、
王
襃
が
「
燕
歌
行
」
を
首
唱
し
、
元
 蕭
繹
な
ら
び
に
詩
人
た
ち
が
唱
和
し
た
と
さ
れ
る
。
そ
れ
は
侯
景
の
亂
（
五
四
八
―
五
二
）
後
の
江
陵
時
代
の
こ
と
と
推
測
さ
れ
、
王
襃
・
蕭
繹
・
!信
の
三
首
が
現
存
す
る
。
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燕
歌
行
王
襃
Ａ
初
春
麗
日
鶯
欲
嬌
初
春
の
麗
日
鶯
嬌
な
ら
ん
と
欲
す
桃
流
水
沒
河
橋
桃
の
流
水
河
橋
を
沒
す
薔
薇
開
百
重

薔
薇
は
開
く
百
重
の

楊
柳
拂
地
散
千
條
楊
柳
地
を
拂
ひ
て
千
條
を
散
ず
隴
西
將
軍
號


隴
西
の
將
軍

を
號
し
樓
校
尉
稱
嫖
姚
樓
の
校
尉
嫖
姚
を
稱
す
Ｂ
自
從
昔
別
春
燕
分
昔
し
別
れ
し
自
從
よ
り
春
燕
分
か
れ
經
年
一
去
不
相
聞
年
を
經
る
も
一
去
相
ひ
聞
か
ず
無
復
地
關
山

復
た
地
の
關
山
の
無
く
唯
有
	北
薊

雲
唯
だ
	北
の
薊

の
雲
有
る
の
み
淮
南
桂
中
明
影
淮
南
の
桂
中
明
の
影
流
機
上
織
文
流
の
機
上
織
り
て
文
を
す
Ｃ
充
國
行
軍

營
充
國
（
將
軍
名
）
軍
を
行 や
り
て
し
ば
營
陽
史
討
陷



陽
史
（
將
軍
名
）
を
討
ち
て


を
陷
す

下
風
多
能
却
陣

下
風
多
け
れ
ば
能
く
陣
を
却
け
沙
中
淺
停
兵
沙
中
淺
け
れ
ば
ぞ
兵
を
停
め
ん
屬
國
小

年
少
屬
國
（
邊
疆
）
の
小

ほ
年
少
林
輕
騎
數
征
行
林
の
輕
騎
數
し
ば
征
行
す
遙
聞
陌
頭
桑
曲
遙
に
聞
か
ん
陌
頭
桑
の
曲

邊
地
胡
笳
聲
ほ
る
邊
地
胡
笳
の
聲
に
Ｄ
胡
笳
向
使
人
泣
胡
笳
に
向
ひ
て
人
を
し
て
泣
か
し
む
長
閨
中
空
佇
立
閨
中
を
長
し
て
空
し
く
佇
立
す
Ｅ
桃

地
杏
舒
桃
は
地
に
ち
杏
は
舒 ひ
らく
桐
生
井
底

疏
桐
は
井
底
（
中
庭
）
に
生
じ
て

疏
な
り
試
爲
來
看
上
林
雁
試
み
に
爲
に
來
た
り
て
上
林
の
雁
を
看
よ
應
有
遙
寄
隴
頭
書
應
に
遙
か
に
隴
頭
に
寄
す
る
の
書
有
る
べ
し
句
韻
・
偶
數
句
の

を
取
る
こ
と
は
、
こ
の
詩
が
蕭
子
顯
以
後
の
「
燕
歌
行
の
第
二
世
代
」
に
屬
し
て
い
る
こ
と
の
明
證
で
あ
る
。
ま
た
邊
塞
と
の
關
わ
り
を
深
め
た
の
は
、
蕭
子
顯
の
「
燕
歌
行
」
に
よ
っ
て
拓
か
れ
た
を
、
こ
の
詩
が
ん
だ
た
め
で
あ
る ＊
。
＊
「
燕
歌
行
」
が
邊
塞
の
世
界
と
接
點
を
持
っ
た
の
は
、
賦
題
法
に
從
っ
て
、
作
中
に
燕
の
地
名
を
登
場
さ
せ
た
結
果
で
あ
る
。
し
か
し
王
襃
の
「
燕
歌
行
」
が
燕
と
の
結
び
つ
き
を
示
す
の
は
僅
か
に
「
無
復
地
關
山
、
唯
有
	北
薊


 
 雲
」
の
一
部
分
に
!ぎ
ず
、
他
方
、
「
隴
西
」「
樓
」「



（
山
西
大
同
）
」
な
ど
の
邊
塞
の
地
名
が
幅
廣
く
ち
り
ば
め
ら
れ
て
い
る
。
"ら
く
王
襃
に
お
い
て
は
、
「
燕
歌
行
」
は
す
で
に
邊
塞
詩
と
し
て
位
置
づ
け
ら
れ
、
そ
の
た
め
燕
と
の
固
有
の
關
係
に
束
#さ
れ
る
必
$が
無
く
な
っ
て
い
た
（
%）、
と
理
解
す
べ
き
で
あ
ろ
う
。
邊
塞
詩
の
出
現
（
松
原
）
53
こ
の
詩
は
、
複
雜
な

を
取
っ
て
い
る
が
、
し
ば
ら
く
五
つ
の
換
韻
段
に
從
っ
て

を
整
理
し
よ
う
。
Ａ
の
六
句
は
、
麗
し
い
春
景
色
の
中
に
あ
る
孤
閨
の
女
性
を
登
場
さ
せ
る
部
分
で
あ
り
、
わ
り
の
二
句
は
、
戀
し
い
男
性
の
境
を
想
像
す
る
。
彼
の
人
は
、
二
人
の
將
軍
「
隴
西
將
軍
（
	）」「
樓


尉
」
に
從
っ
て
邊
塞
に
從
軍
し
て
い
る
。
Ｂ
の
六
句
は
、
男
性
を
邊
疆
の
土
地
に
登
場
さ
せ
る
。
男
性
は
一
年
に
女
性
と
別
れ
、
從
軍
生
活
を
る
。
故
を
照
ら
す
の
光
も
、
こ
こ
で
は
薊
北
の
雲
に
隱
さ
れ
て
む
こ
と
が
で
き
な
い
。
わ
り
の
二
句
で
は
、
明
の
中
の
女
性
が
、
男
性
に
屆
け
る
べ
く
回
文
を
織
り
ん
だ
絹
を
織
る
を
想
像
す
る
（
）。
Ｃ
の
八
句
は
、
男
性
の
從
軍
の
辛
を
く
。
男
性
は
邊
境
の
地
で
娘
に
出
會
う
。
し
か
し
く
か
ら
聞
こ
え
る
（
樣
な
氣
が
す
る
）
桑
曲
の
歌
聲
は
、
邊
疆
の
胡
笳
の
べ
に
遙
か
に
優
り
、
男
は
故
に
殘
し
た
閨
中
の
女
性
を
思
い
出
し
て
、
茫
然
と
佇
立
す
る
。
Ｄ
の
二
句
は
、
邊
疆
の
胡
笳
の
べ
が
、
男
性
を
し
て
戀
し
い
女
性
を
く
思
い
出
さ
せ
る
こ
と
を
べ
て
、
作
品
を
結
末
に
く
。
Ｅ
の
四
句
は
、
再
會
へ
の
期
待
を
表
明
す
る
。
一
年
が
經
し
て
、
桃
や
杏
が
き
競
い
、
梧
桐
に
が
 る
季
!と
な
っ
た
。
も
し
も
誰
か
が
上
林
の
雁
を
捕
ら
え
た
な
ら
ば
、
そ
の
脚
に
は
、
き
っ
と
男
性
の
い
る
北
の
隴
頭
へ
と
屆
け
る
女
性
の
手
紙
が
結
ば
れ
て
い
る
だ
ろ
う （
"）。
―
こ
の
王
襃
の
「
燕
歌
行
」
は
、
女
性
を
く
#頭
と
末
尾
の
各
四
句
を
除
け
ば
、
作
品
$體
の
%七
&に
當
た
る
中
'の
十
八
句
が
、
(涼
と
し
た
塞
北
の
風
土
と
、
そ
こ
に
從
軍
す
る
男
性
の

の
思
い
を

く
こ
と
に
費
や
さ
れ
て
い
る
（
)
17參
照
）。
曹
丕
よ
り
、
陸
機
・
謝
靈
*・
謝
惠
+に
至
る
一
+の
「
燕
歌
行
」
に
は
、
そ
も
そ
も
男
性
の
境
に
,體
-に
言
.す
る
も
の
は
無
か
っ
た
。
ま
た
や
や
先
立
つ
蕭
子
顯
の
作
は
、
初
め
て
男
性
の
境
に
言
.し
、
邊
塞
の
/龍
に
從
軍
す
る
も
の
と
し
て
登
場
さ
せ
て
い
る
が
、
し
か
し
な
が
ら
男
性
の
生
活
も
風
土
の
特
0も
、
,體
-な
寫
に
.ぶ
こ
と
は
な
か
っ
た
。
こ
れ
ら
の
「
燕
歌
行
」
と
比
較
す
る
と
き
、
王
襃
の
作
が
邊
塞
詩
に
向
か
っ
て
大
き
く
1を
2め
る
も
の
だ
っ
た
こ
と
は
明
ら
か
で
あ
る
。
王
襃
の
「
燕
歌
行
」
に
唱
和
し
た
と
考
え
ら
れ
る
蕭
繹
・
3信
の
作
も
、
北
方
邊
疆
に
4臺
を
求
め
た
邊
塞
詩
で
あ
る
點
で
、
王
襃
の
作
と
同
斷
で
あ
る
。
六
「
隴
西
行
」
と
「
雁
門
太
守
行
」
以
上
に
お
い
て
、「
從
軍
行
」「
燕
歌
行
」
の
魏
晉
以
來
の
擬
作
の
傳
統
を
持
つ
樂
府
が
、
梁
代
に
い
た
っ
て
に
わ
か
に
邊
塞
詩
へ
と
傾
斜
を
深
め
た
こ
と
を
確
5し
て
き
た
。
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こ
れ
と
行
す
る
樂
府
の
事
例
を
、
さ
ら
に
二
つ
加
し
よ
う
。
第
一
は
「
隴
西
行
」
で
あ
る
。
「
隴
西
行
」
は
、
『
樂
府
詩
集
』
に
引
く
『
樂
府
解
題
』
に
、
本
事
が
以
下
の
よ
う
に
明
さ
れ
て
い
る
。
古
辭
云
「
天
上
何
有
、

種
白
楡
」
。
始
言
有
容
色
、
能
應
門
承
。
	言
善
於

饋
、
言

有
禮
。
…
…
梁
文



「
隴
西
四
戰
地
」、
但
言
辛
征
戰
、
佳
人
怨
思
而
已
。
つ
ま
り
、
古
辭
は
、
客
人
を
え
た
家
の


が
、
容
も
美
し
く
、
丁
に
出
え
た
こ
と
、
ま
た
御
馳
走
に
も
心
を
し
、
最
後
に
見

る
ま
で
怠
ら
な
か
っ
た
こ
と
を
べ
る
も
の
で
あ
る
（
）。
と
こ
ろ
が
文
蕭
綱
は
、
こ
の
「
隴
西
行
」
を
、
「
隴
西
四
戰
地
」
の
句
を
交
え
、
從
軍
の
辛
と
、
そ
の
兵
士
を
思
う
女
性
の
悲
し
み
を

題
と
す
る
も
の
に
作
り
變
え
た
。
『
樂
府
解
題
』
は
、
文
蕭
綱
に
至
っ
て
「
隴
西
行
」
が
、
閨
怨
を
下
き
に
し
た
邊
塞
詩
へ
と
變
貌
し
た
こ
と
を
指
摘
す
る
が
、
そ
の
變
貌
の
機
は
、
歌
辭
を
樂
府
題
（
隴
西
行
）
の
意
に
し
て
制
作
す
る
賦
題
法
の
活
用
に
あ
っ
た
。
蕭
綱
の
作
を
見
る
に
、
先
行
す
る
陸
機
等
の
作
を
一
瞥
し
て
お
こ
う
。
隴
西
行
陸
機
我
靜
如
鏡
我
靜
か
な
る
こ
と
鏡
の
如
く
民
動
如

民
動
く
こ
と
の
如
し
事
以
形
兆
事
は
形
を
以
て
兆 き
ざし
應
以
象
懸
應
は
象 かた
ちを
以
て
懸
る
豈
曰
無
才
豈
に
才
あ
る
も
の
無
し
と
曰
は
ん
や
世
鮮
興
賢
世
に
賢
を
興 お
こ
す
も
の
鮮 すく
なけ
れ
ば
な
り
陸
機
、
お
よ
び
謝
靈
・
謝
惠
の
三
首
の
「
隴
西
行
（
）」
は
、

 
を
讃
え
る
古
辭
と
は
方
向
を
!に
し
て
い
る
。
こ
の
三
首
は
、
共
に
四
言
詩
で
あ
る
こ
と
、
ま
た
陸
機
「
我
靜
如
鏡
」
と
謝
惠
「
誰
能
守
靜
」
に
見
え
る
「
靜
」
の
境
地
の
"重
、
あ
る
い
は
謝
靈
「
昔
在
老
子
、
志
理
#篇
」
と
い
う
老
子
哲
學
の
"重
な
ど
、
共
$し
た
性
格
を
持
つ
。
そ
れ
は
當
時
の
玄
學
%思
&を
反
映
し
、
無
爲
守
靜
の
 を
稱
揚
す
る
作
品
群
な
の
で
あ
る
（
'）。
古
辭
と
、
陸
機
・
謝
靈
・
謝
惠
の
作
と
は
、
こ
の
よ
う
に
相
い
!な
る

題
を
持
つ
作
品
で
あ
る
が
、
隴
西
と
い
う
土
地
と
接
點
を
持
た
ず
、
從
っ
て
ま
た
邊
塞
と
の
關
も
持
た
な
か
っ
た
と
い
う
點
で
は
同
樣
で
あ
る
。
そ
れ
ゆ
え
に
、
蕭
綱
に
始
ま
る
梁
陳
の
「
隴
西
行
」
が
例
外
な
く
隴
西
と
い
う
土
地
を
(臺
と
す
る
邊
塞
詩
で
あ
る
の
と
、
明
ら
か
に
!質
な
の
で
あ
る
。
隴
西
行
三
首
其
二
（
)）
梁
・
文

邊
塞
詩
の
出
現
（
松
原
）
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隴
西
四
戰
地
隴
西
四
戰
の
地
檄
時
聞
檄
時
に
つ
ね
に
聞
く
羌
擁


羌

を
擁
し
校
尉
立
元
勳
校
尉
元
勳
を
立
つ
石
門
留
鐵
騎
石
門
に
鐵
騎
を
留
め
冰
息
夜
軍
冰
に
夜
軍
を
息
は
す
洗
兵
逢
驟
雨
兵
を
洗
へ
ば
驟
雨
に
逢
ひ
陣
出
	雲
陣
を
れ
ば
	雲
出
づ
沙
長
無
止
泊
沙
長
け
れ
ば
止
泊
す
る
無
く
水



分
水


つ
らな
り
て
し
ば

ま
とひ
か
つ
分
か
る
當
思
勒
彝
鼎
當
に
い
さ
を
を
彝
鼎
に
勒
す
を
思
ふ
べ
し
無
用
想
羅
裙
羅
裙
を
想
ふ
を
用
ふ
る
こ
と
無
か
れ
梁
陳
の
「
隴
西
行
」
は
、
蕭
綱
三
首
・

吾
一
首
の
合
わ
せ
て
四
首
に
止
ま
る
が
、
そ
の
て
が
隴
西
以
を
臺
と
す
る
邊
塞
詩
と
な
っ
て
い
る
。
古
辭
の

讃
美
も
、
陸
機
等
の
玄
學
趣
味
も
、
く
痕
跡
を
留
め
る
こ
と
な
く
滅
し
て
い
る
。

詩
に
つ
い
て
は
、
さ
し
あ
た
り
三
點
に
目
し
た
い
。
第
一
に
、
邊
塞
の
風
土
に
つ
い
て
體
な
寫
「
洗
兵
逢
驟
雨
、
陣
出
	雲
。
沙
長
無
止
泊
、
水



分
」
を
持
つ
こ
と
。
第
二
に
、
立
功
へ
の
積
極
な
意
思
「
當
思
勒
彝
鼎
」
を
表
明
す
る
こ
と
。
第
三
に
、
閨
怨
の
手
法
「
無
用
想
羅
裙
」
を
用
い
て
作
品
に
陰
翳
と
變
を
與
え
て
い
る
こ
と
（
）。
こ
の
三
點
は
、
代
の
圓
熟
し
た
邊
塞
詩
に
も
し
ば
し
ば
見
ら
れ
る
重
な
特
で
あ
る
が
、
そ
れ
は
こ
の
蕭
綱
に
よ
っ
て
確
立
さ
れ
た
手
法
と
考
え
て
良
か
ろ
う
。
も
う
一
點
 加
す
れ
ば
、
西
域
の
深
部
（
中
央
ア
ジ
ア
）
へ
の
關
心
を
示
す
こ
と
で
あ
る
。
例
え
ば
蕭
綱
の
其
一
「
烏
孫 !
!塗
更
阻
、
康
居 !
!路
"澀
―
烏
孫
へ
も
康
居
へ
も
#
$は
險
し
い
」
・
其
三
「
%年
&支
（
'）
(、
今
單
于
)―
か
つ
て
&支
を
康
居
に
屈
(さ
せ
、
今
年
は
單
于
を
)定
す
る
」
を
見
れ
ば
、
そ
の
く
世
界
は
隴
西
の
地
を
越
え
て
、
中
央
ア
ジ
ア
の
康
居
（
サ
マ
ル
カ
ン
ド
）
ま
で
*し
て
い
る
。
い
わ
ゆ
る
邊
塞
詩
は
、
中
國
と
は
+な
る
域
外
の
風
土
・
文
に
對
す
る
好
奇
心
を
,
-す
る
。
こ
の
詩
の
西
域
深
部
に
對
す
る
關
心
も
、
こ
う
し
た
邊
塞
詩
の
特
性
の
一
部
と
理
解
す
べ
き
だ
ろ
う
。
「
隴
西
行
」
は
、
代
に
も
邊
塞
詩
と
し
て
作
ら
れ
た
。
一
例
と
し
て
王
維
の
作
を
げ
よ
う
。
こ
の
詩
に
は
隴
西
以
の
酒
泉
の
地
名
が
見
え
て
い
る
。
隴
西
行
・
王
維
十
里
一
走
馬
、
五
里
一
揚
鞭
。
.
軍
書
至
、
匈
奴
圍
酒
泉 !
!。
中
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關
山
正
飛
、
烽
戍
斷
無
。
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
も
う
一
例
、「
雁
門
太
守
行
」
を
見
て
お
き
た
い
。
「
雁
門
太
守
行
」
の
古
辭
（
）
は
、
後
の
王
渙
が
、
洛
陽
令
と
な
っ
て
司
法
を
公
に
行
い
民
衆
に
愛
さ
れ
た
事
績
を
讃
美
す
る
も
の
で
あ
る
（『
後
書
』
七
十
六
「
循
吏
列
傳
」
王
渙
傳
）。
兢
『
樂
府
古
題
	解
』
に
は
、

の
よ
う
に
記
す
。
按
古
歌
詞
、
①

渙
本
末
、
與
傳
合
。
②
而
曰
「
雁
門
太
守
行
」、
未
詳
。
③
梁
文




「
輕
霜
中
夜
下
」、
備
言
邊
征
戰



之
思
、
皇
甫
規
雁
門
之
問
、
蓋
據
題
爲
之
也
。
①
古
辭
は
洛
陽
令
王
渙
の
傳
記
と
符
合
す
る
が
、
そ
の
結
果
、
②
古
辭
の
容
と
樂
府
題
「
雁
門
太
守
行
」
と
の
乖
離
が
生
じ
て
い
る
（
）。
し
か
し
、
③
蕭
綱
に
至
り
樂
府
題
の
意
に
し
て
「
邊
征
戰
之
思
」
を
べ
（
據
題
爲
之
）、
樂
府
題
と
歌
辭
の
矛
盾
を
解
し
た
。
つ
ま
り
蕭
綱
は
、
樂
府
の
賦
題
法
を
活
用
し
て
、
「
雁
門
太
守
行
」
に
新
生
面
を
拓
い
た
と
解
釋
す
る
の
で
あ
る
。
左
の
よ
う
に
蕭
綱
の
二
首
は
、
「
邊
」
「
幽
并
」
（
其
一
）、
「
隴
」「
邊
衣
」「
悲
笳
」「
胡
塞
」「
定
」「
單
于
」 （
其
二
）
な
ど
の
用
語
を
散
り
ば
め
て
邊
塞
の
戰
鬪
を
寫
す
る
作
品
で
あ
り
、
樂
府
題
「
雁
門
太
守
行
」
が
喚
す
る
イ
メ
ー
ジ
と
和
感
が
無
く
な
っ
て
い
る
（
）。
ま
た
そ
の
結
果
と
し
て
、
洛
陽
令
王
渙
を
題
と
し
て
く
古
辭
と
は
無
の
容
と
な
っ
て
い
る
。
雁
門
太
守
行
二
首
梁
・
文
蕭
綱
輕
霜
中
夜
下
、
 
!
辭
枝
。
"
#春
$覺
、
邊
秋
易
知
。
風
%
&旗
斷
、
塗
長
鎧
馬
疲
。
少
解
孫
法
、
家
本
幽
并
兒
。
非
關
買
雁
肉
、
徒
勞
皇
甫
規
。」
隴
風
恆
%、
關
"霜
自
濃
。
櫪
馬
夜
方
思
、
邊
衣
秋
未
重
。
潛
師
夜
接
戰
、
略
地
曉
摧
鋒
。
悲
笳
動
胡
塞
、
高
旗
出

'。
(勞
謝
功
業
、
)白
報
*逢
。
非
須
人
賞
、
+期
定
封
。
單
于
如
未
繋
、
,夜
-
.蹤
。」
蕭
綱
を
除
け
ば
、
梁
陳
で
は
、
/
0（
五
〇
六
～
五
四
九
年
）
が
「
雁
門
太
守
行
」
を
傳
え
て
い
る
。
雁
門
太
守
行
/
0
三
1楊
2合
、
四
1麥
秋
初
。
幽
州 

"
3罷
、
鄭
國
4桑
疏
。
便
聞
雁
門 
戍
、
結
束
事
戎
車
。
去
5無
霜
、
今
年
有
閏
餘
。
1如
弦
上
弩
、
星
6水
中
魚
。
戎
車
攻
日
逐 
、
燕
騎
蕩
康
居 
。
大
宛 
歸
善
馬
、
小
1


7
8書
。
寄
語
閨
中
妾
9
9
9、
忽
怨
"牀
:。
邊
塞
詩
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出
現
（
松
原
）
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こ
の

の
作
は
、
「
幽
州
↓鄭
國
↓雁
門
↓日
逐
（
西
匈
奴
）
↓
康
居
（
サ
マ
ル
カ
ン
ド
）
↓大
宛
↓小
（
小
氏
）」
の
順
序
で
東
北
か
ら
西
北
に
向
か
っ
て
地
名
を
竝
べ
て
、
邊
塞
の
世
界
を
大
き
く
繰
り
廣
げ
る
。
ま
た
閨
怨
の
趣
も
加
味
し
て
い
る
（
閨
中
妾
）。
七
樂
府
賦
題
法
と
樂
府
の
變
質
以
上
、
魏
晉
以
來
の
作
品
の
積
を
持
つ
樂
府
「
從
軍
行
」
「
燕
歌
行
」「
隴
西
行
」「
雁
門
太
守
行
」
に
つ
い
て
、
梁
代
に
至
っ
て
容
上
の
變

邊
塞
詩
へ
の
變
貌
が
	こ
っ
た
こ
と
を
確

し
て
き
た
。
こ
れ
ら
に
共
す
る
特
は
、
①
梁
代
を
境
に
そ
の
後
に
大
き
な
斷
が
あ
る
こ
と
、
②
邊
塞
詩
（
第
二
「
邊
塞
詩
と
は
何
か
」
參
照
）
へ
の
變
貌
が
、
そ
の
變
の
核
心
に
あ
る
こ
と
、
③
そ
の
邊
塞
詩
へ
の
變
貌
に
は
、
閨
怨
の
色
が
し
ば
し
ば
附
帶
す
る
こ
と
（
）、
等
で
あ
ろ
う
。
こ
の
よ
う
な
同
時
に
	こ
っ
た
一
の
樂
府
の
變
に
つ
い
て
は
、
何
が
因
で
あ
る
か
を
き
止
め
る
こ
と
が
重
で
あ
る
。
こ
の
點
で
示
唆
に
富
む
の
は
、
錢
志
熙
が
言
う
と
こ
ろ
の
（
）、
齊
梁
時
期
に
お
け
る
樂
府
賦
題
法




の
立
で
あ
る
。
錢
志
熙
は
、
魏
晉
南
北
時
代
の
文
人
に
よ
る
樂
府
の
擬
作
を
、
三
り
に
分
す
る
。
Ａ
原
曲
（
メ
ロ
デ
ィ
）
に
し
て
歌
詞
を
作
り
、
題
も
、
元
の
曲

の
名
稱
（
樂
府
題
）
を
用
い
る
。
（「
建
安
體
」）
Ｂ
原
曲
に
さ
ず
、
古
辭
を
摸
擬
し
て
作
る
。
魏
か
ら
晉
宋
に
か
け
て
の
擬
樂
府
。
（「
晉
宋
體
」）
Ｃ
原
曲
に
も
さ
ず
、
古
辭
に
も
さ
ず
、
樂
府
題
に
の
み
す
る
擬
樂
府
。
齊
梁
か
ら
代
に
か
け
て
流
と
な
る
。
（「
齊
梁
體
」）
す
る
に
、
Ａ
は
そ
の
樂
府
が
ま
だ
メ
ロ
デ
ィ
ー
を
失
う
の
樂
府
の
擬
作
法
で
あ
り
、
い
わ
ば
「
替
え
歌
の
歌
詞
」
を
作
る
領
で
あ
る
。
Ｂ
は
、
メ
ロ
デ
ィ
ー
が
失
わ
れ
た
後
、
古
い
歌
詞
（
古
辭
）
の
容
を
擬
し
て
「
歌
わ
れ
る
當
て
の
な
い
替
え
歌
の
歌
詞
」
を
作
る
領
で
あ
る
。
そ
し
て
Ｃ
は
こ
こ
に
論
ず
る
こ
と
に
な
る
「
賦
題
法
」
で
あ
り
、
メ
ロ
デ
ィ
ー
に
も
依
據
せ
ず
、
古
い
歌
詞
も
無
し
て
、
「
專
ら
樂
府
題
の
文
字
面
が
意
味
す
る
容
に
し
た
歌
詞
」
を
作
る
領
で
あ
る
。
こ
の
賦
題
の
樂
府
は
、
詠
物
詩
の
作
法
と
似
て
い
る
。
あ
る
事
物
を
取
り
上
げ
、
予
め
そ
れ
を
題
に
指
定
し
て
詠
ず
る
（
題
詠
）
の
が
詠
物
詩
で
あ
る
と
す
れ
ば
、
あ
る
樂
府
題
を
取
り
上
げ
、
そ
れ
を
題
に
据
え
て
詠
ず
る
の
が
賦
題
の
樂
府
な
の
で
あ
る
。
永
明
時
期
に
竟
陵
の
八
友
の
中
で
詠
物
詩
が
熟
し
た
、
正
し
く
そ
の
同
じ
 境
の
中
で
賦
題
の
樂
府
が
立
し
た
こ
と
（
!）は
、
共
に
唱
和
の
場
に
お
け
る
題
詠









で
あ
る
點
中
國
詩
文
論
叢
第
二
十
四
集
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で
兩
の
本
質
な

性
を
示
す
も
の
と
な
っ
て
い
る
（
）。
も
っ
と
も
樂
府
の
賦
題
は
、
た
だ
そ
れ
だ
け
に
止
ま
る
な
ら
ば
、
單
に
題
詠
と
い
う
制
作
法
に
、
詠
物
と
は
な
る
も
う
一
つ
の
手
法
を
付
け
加
え
る
だ
け
の
「
些
細
な
事
件
」
に
る
も
の
だ
っ
た
。
し
か
し
そ
の
賦
題
が
特
定
の
樂
府
題
	
	
	
	
	
	と
の
接
觸
の
中
で
、
邊
塞
詩
と
い
う

く
新
し
い
文
學
の
別
を
生
み
出
す
重
な
機
と
な
っ
た
の
で
あ
る
。
す
な
わ
ち
「
橫
吹
曲
	
	
	」
が
、
梁
の
後
以
、
蕭
綱
に
續
く
文
人
た
ち
に
よ
っ
て
大
量
に
賦
題
さ
れ
た
こ
と
に
端
を
發
す
る
。
『
樂
府
解
題
』
に
據
れ
ば
、
橫
吹
曲
に
は
李
年
の
っ
た
二
十
八
曲
が
有
っ
た
が
、
魏
晉
以
は
「
鵠
」「
隴
頭
」「
出
關
」「
入
關
」
「
出
塞
」「
入
塞
」「
折
楊
柳
」「
覃
子
」「
赤
之
揚
」「
行
人
」
の
十
曲
だ
け
が
傳
え
ら
れ
た
。
そ
の
後
に
「
關
山
」「
洛
陽
」「
長
安
」
「


」
「
紫
馬
」
「
馬
」
「
雨
」
「
劉
生
」
が
加
わ
っ
て
、


部
で
十
八
曲
と
な
っ
た
、
と
あ
る
。
そ
の
十
八
曲
中
の
十
三
曲
、
「

鵠
」「
隴
頭
」「
入
塞
」「
折
楊
柳
」「
覃
子
」「
赤
之
揚
」「
關
山
」
「
洛
陽
」「
長
安
」「
紫
馬
」「
馬
」「
雨
」「
劉
生
」
は
、
い
ず
れ
も
梁
後
か
ら
陳
代
に
か
け
て
の
作
品
が
初
出
で
あ
る
（
）。
こ
の
よ
う
に
橫
吹
曲
の
大
部
分
に
古
辭
や
先
行
す
る
擬
作
が
な
か
っ
た
こ
と
は
、
賦
題
法
に
よ
る
橫
吹
曲
の
制
作
に
恰
好
の
條
件
と
な
っ
た
。
そ
も
そ
も
橫
吹
曲
は
、
「
其
始
亦
謂
之
鼓
吹
、
馬
上
奏
之
、
蓋
軍
中
之
樂
也
。
北
狄 	
	
國
、
皆
馬
上
作
樂
」
（
郭
倩
『
樂
府
詩
集
』
卷
二
一
「
橫
吹
曲
辭
」
解
題
）
と
あ
る
よ
う
に
北
狄
の
樂
曲
で
あ
り
、
自
ず
と
邊
塞
へ
の
想
を
 
!す
る
も
の
で
あ
っ
た
。
加
え
て
「
隴
頭
」「
出
關
」
「
入
關
」
「
出
塞
」
「
入
塞
」
「
折
楊
柳
」
「
關
山
」
等
の
樂
府
題
は
、
邊
塞
の
風
土
を
鮮
明
に
想
"さ
せ
る
。
梁
代
に
な
っ
て
橫
吹
曲
が
賦
題
法
で
作
ら
れ
る
と
き
に
、
邊
塞
を
#題
と
す
る
樂
府
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	が
出
現
す
る
の
は
自
然
の
勢
い
だ
っ
た
。
―
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
以
上
が
、
錢
志
熙
が
樂
府
賦
題
法
に
つ
い
て
$べ
る
こ
と
を
、
邊
塞
詩
の
%點
か
ら
か
い
つ
ま
ん
で
整
理
し
た
も
の
で
あ
る
。
も
し
假
に
、
賦
題
法
に
よ
っ
て
梁
代
以
に
作
ら
れ
た
「
隴
頭
」「
出
關
」「
入
關
」
「
出
塞
」「
入
塞
」「
折
楊
柳
」「
關
山
」
等
の
樂
府
橫
吹
曲
系
の
邊
塞
詩
が
存
在
し
な
か
っ
た
と
す
れ
ば
、
梁
陳
の
邊
塞
詩
、
さ
ら
に
は
&代
も
含
め
た
邊
塞
詩
一
般
の
分
布
地
圖
が
大
き
く
變
更
さ
れ
、
縮
小
さ
れ
る
で
あ
ろ
う
こ
と
は
確
實
で
あ
り
、
そ
の
意
味
で
、
錢
志
熙
の
指
摘
は
大
き
な
'得
力
を
持
つ
の
で
あ
る
。
賦
題
法
が
橫
吹
曲
に
(用
さ
れ
る
)
*で
多
量
の
邊
塞
詩
が
生
み
出
さ
れ
た
の
は
事
實
で
あ
る
。
し
か
し
錢
志
熙
の
論
法
を
一
+
,め
て
、
邊
塞
詩
は
樂
府
賦
題
法
の
助
け
を
借
り
て
初
め
て
-立
し
た
と
考
え
る
邊
塞
詩
の
出
現
（
松
原
）
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な
ら
ば
、
そ
こ
に
は
干
の
問
題
も
無
い
わ
け
で
は
な
い
。
賦
題
法
は
、
橫
吹
曲
に
限
ら
ず
、
古
樂
府
一
般
に
用
で
き
る
手
法
で
あ
る
。
（
事
實
、
沈
が
賦
題
法
を
始
め
た
と
き
、
邊
塞
と
は
無
關
係
の
「
鼓
吹
曲
」
を
賦
題
の
對
象
と
し
た
）。
古
辭
や
先
行
擬
作
が
な
い
こ
と
は
、
橫
吹
曲
の
賦
題
を
よ
り
一
自
由
に
す
る
有
利
な
條
件
と
は
な
っ
て
も
、
そ
れ
が
賦
題
を
可
能
に
す
る
た
め
の
必
條
件
で
は
な
か
っ
た
こ
と
は
、
確
さ
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
す
る
に
、
橫
吹
曲
の
賦
題
が
邊
塞
詩
を
も
た
ら
し
た
の
で
は
な
く 
、
邊
塞
詩
の
釀
	へ
と
向
か
う
「
時
代
の

況
」
が
、
賦
題
法
の
制
作
で
邊
塞
詩
に
相
應
し
い
樂
府
題
と
し
て
橫
吹
曲
を
擇
し
た
、
と
考
え
る
こ
と
が
當
な
の
で
あ
ろ
う
。
八
樂
府
賦
題
法
の
實
態
樂
府
の
賦
題
法
は
、
そ
れ
ま
で
邊
塞
と
は
接
點
を
持
た
な
か
っ
た
樂
府
題
に
働
き
か
け
て
、
多
く
の
邊
塞
樂
府
を
生
む
機
と
な
っ
た
。
と
り
わ
け
そ
れ
ま
で
は
樂
府
題
だ
け
が
傳
わ
り
、
古
辭
も
先
行
擬
作
も
持
た
な
か
っ
た
橫
吹
曲
系
の
樂
府
題
（
「
隴
水
曲
」
「
關
山
」
な
ど
）
を
借
り
て
、
一
の
邊
塞
樂
府
を
出
現
さ
せ
た
の
で
あ
る
。
し
か
し
賦
題
法
は
、
邊
塞
詩
と
の
み
固
有
の
關
係
を
持
つ
も
の
で
は
な
く
、
樂
府
一
般
に
開
か
れ
た
作
法
で
あ
っ
た
こ
と
は
意
さ
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
賦
題
法
が
初
め
て
樂
府
の
實
作
に
活
用
さ
れ
た
の
は
、
永
明
八
年

後
に
沈
が
中
心
に
な
っ
て
唱
和
し
た
「
賦
鼓
吹
曲
」
（
の
鐃
歌
十
八
曲
の
「
巫
山
高
」
「
樹
」
「
有
思
」
「
臨
高
臺
」
）
で
あ
る
。
ま
た
こ
れ
に
續
い
て
、
謝
ら
が
唱
和
し
た
「
賦
雜
曲
名
」
（
雜
曲
歌
辭
の
「
秋
竹
曲
」
「
曲
池
之
水
」）
現
れ
る
。
こ
れ
以
外
の
目
す
べ
き
樂
府
題
を
取
り
上
げ
る
な
ら
ば
、
「
蜀

」
は
、
古
辭
も
先
行
擬
作
も
な
く
、
蕭
綱
が
賦
題
法
に
よ
っ
て
制
作
し
た
も
の
が
最
初
の
作
例
と
し
て
殘
っ
て
い
る
（
但
し
棧
の
險
で
は
な
く
、
三
峽
を
寫
）。
蜀

二
首
其
二
蕭
綱
巫
山
七
百
里
、
巴
水
三
回
曲
。
笛
聲
下
復
高
、
猿
啼
斷
續
。
ま
た
「
銅
雀
妓
」
「

河

」
な
ど
も
、
そ
れ
ぞ
れ
謝
・
王
融
が
賦
題
法
に
よ
っ
て
制
作
し
た
も
の
が
早
期
の
作
例
と
し
て
殘
っ
て
い
る
。
こ
れ
ら
賦
題
法
の
	果
で
あ
る
沈
ら
の
「
賦
鼓
吹
曲
」
、
謝

ら
の
「
賦
雜
曲
名
」
、
あ
る
い
は
「
蜀

」
「
銅
雀
妓
」
「

河

」
は
、
い
ず
れ
も
邊
塞
を
題
材
と
し
て
い
な
い
。
樂
府
の
賦
題
法
は
、
こ
れ
ら
南
齊
と
い
う
比
較
早
期
の
作
例
か
ら
見
る
限
り
、
邊
塞
以
外
の
題
材
を
う
場
面
で
活
用
さ
れ
て
い
た
こ
と
が
確
さ
れ
る
で
あ
ろ
う
。
一
方
、
樂
府
賦
題
法
が
邊
塞
詩
を
生
む
の
は
（
「
燕
歌
行
」
「
隴
西
行
」
「
雁
門
太
守
行
」
）、
や
や
遲
れ
て
、
お
お
む
ね
梁
代
後
期
に
な
っ
て
か
ら
で
あ
る
。
中
國
詩
文
論
叢
第
二
十
四
集
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に
、
賦
題
法
が
邊
塞
詩
制
作
と
直
結
し
た
典
型
例
と
な
る
橫
吹
曲
の
場
合
を
取
り
上
げ
、
そ
れ
が
い
つ
頃
、
誰
に
よ
っ
て
制
作
さ
れ
た
始
め
た
か
を
確
し
た
い
。
特
に
邊
塞
と
の
關
わ
り
が
深
い
「
隴
頭
」
「
出
關
」「
入
關
」「
出
塞
」「
入
塞
」「
關
山
」「
紫
馬
」「
馬
」「
雨
」「
劉
生
」
の
樂
府
題
に
	目
し
よ
う
（
六

に
限
る
）。
「
隴
頭
水
」：
元
蕭
繹
・
劉
孝
威
・
車
・
陳
後
二
首
・
徐
陵
・

野
王
・
謝
燮
・
張
正
見
・
江
總
二
首
「
隴
頭
」：
陳
後

「
出
關
」：
無
（
初
出
は
の
魏
）
「
入
關
」：
均
「
出
塞
」：
（
古
辭
）・
劉
孝
標
・
王
襃
「
入
塞
」：
王
襃
「
關
山
」：
元
蕭
繹
・
陳
後
・
陸
瓊
・
張
正
見
・
徐
陵
二
首
・
賀
力
牧
・
阮
卓
・
江
總
・
王
襃
「
紫
馬
」：
文
蕭
綱
・
元
蕭
繹
・
陳
後
・
李
燮
・
徐
陵
・
張
正
見
・
陳
暄
・
孫
登
・
獨
孤
嗣
宗
・
江
總
「
馬
」：
車
・
劉
孝
威
「
馬
驅
」：
元
蕭
繹
・
劉
孝
威
・
徐
陵
・
江
總
「
雨
」：
陳
後
「
雨
曲
」：
江
暉
・
張
正
見
・
江
總
・
陳
暄
・
謝
燮
「
劉
生
」：
元
蕭
繹
・
陳
後
・
張
正
見
・
劉
莊
・
江
暉
・
徐
陵
・
江
總右
の
結
果
か
ら
分
か
る
こ
と
は
、
蕭
綱
以
の
橫
吹
曲
の
制
作
は
、
「
入
關
」
の
均
（
梁
代
期
）、
お
よ
び
「
紫
馬
」
の
蕭
綱
の
わ
ず
か
二
例
に
限
ら
れ
る
こ
と
で
あ
る
。
換
言
す
れ
ば
、
そ
の
他
の
大
部
分
を
占
め
る
「
隴
頭
水
」「
出
關
」「
出
塞
」「
入
塞
」「
關
山
」「
馬
」
「
雨
」「
劉
生
」
は
、
蕭
綱
よ
り
も
後
の
詩
人
の
手
に
よ
っ
て
初
め
て
作
ら
れ
た
も
の
と
な
る
。
橫
吹
曲
の
賦
題
に
よ
っ
て
邊
塞
詩
が
量
さ
れ
る
の
は
蕭
綱
よ
り
後
の
こ
と
。
し
か
し
そ
の
一
方
、
梁
代
で
最
も
多
く
の
邊
塞
詩
を
殘
し
邊
塞
詩
の
制
作
を
牽
引
し
た
詩
人
は
、
蕭
綱
な
の
で
あ
る
。
こ
の
事
實
は
、
橫
吹
曲
の
賦
題
が
邊
塞
詩
興
の
引
き
金
に
な
っ
た
の
で
は
な
く
、
む
し
ろ
反
對
に
、
邊
塞
詩
の
興
が






、
橫

吹
曲
の
賦
題
を
誘
發







し
た
こ
と
を
物
語
る
も
の
で
あ
る
。
樂
府
の
賦
題
と
邊
塞
樂
府
制
作
と
の
關
係
で
は
、
一
方
行
で
は
な
い
、
相
互
な
作
用
の
存
在
が
確
さ
れ
た
こ
と
を
踏
ま
え
て
、
に
、
梁
代
の
邊
塞
詩
制
作
が
、
樂
府
賦
題
法
と
如
何
に
關
わ
っ
た
か
を
整
理
す
る
こ
と
に
し
よ
う
。
そ
の
關
わ
り
方
は
、
三
り
に
な
る
。
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①
樂
府
賦
題
法
に
よ
っ
て
、
邊
塞
詩
が
新
た
に
生
し
た
場
合
。
こ
れ
は
橫
吹
曲
の
賦
題
が
邊
塞
詩
を
生
み
出
し
た
例
に
相
當
す
る
。
②
樂
府
賦
題
法
に
よ
っ
て
、
存
の
樂
府
詩
の
そ
れ
ま
で
の
作
法
や
題
が
變
更
さ
れ
、
邊
塞
詩
と
し
て
生
ま
れ
變
わ
っ
た
場
合
。
「
燕
歌
行
」「
隴
西
行
」「
雁
門
太
守
行
」
な
ど
の
例
に
相
當
す
る
。
③
樂
府
賦
題
法
と
は
無
關
係
に
、
存
の
樂
府
詩
の
そ
れ
ま
で
の
作
法
や
題
が
變
更
さ
れ
、
邊
塞
詩
と
し
て
生
ま
れ
變
わ
っ
た
場
合
。
「
從
軍
行
」
の
例
が
相
當
す
る
。
こ
の
よ
う
な
整
理
を
加
え
る
こ
と
で
、
と
か
く
然
と
念
さ
れ
て
き
た
梁
代
に
お
け
る
邊
塞
詩
立
の
經
を
、
理
解
容
易
な
幾
つ
か
の
	式
に
分
け
て
考
察
す
る
こ
と
が
可
能
に
な
る
。
確

の
た
め
に
先
の
査
結
果
と
照
合
す
れ
ば
、
蕭
綱
は
、
專
ら
②
③
の
方
法
に
よ
っ
て
邊
塞
詩
を
制
作
し
た
の
で
あ
り
、
他
方
、
最
も
出
の
①
の
方
法
は
、
蕭
綱
よ
り
も
後
の
時
代
に
お
い
て
影
力
を
發
揮
し
た
も
の
で
あ
る
。
こ
の
樣
な
整
理
を
踏
ま
え
て
梁
代
の
邊
塞
詩
を
取
り
卷
く
況
を

括
す
れ
ば
、
の
よ
う
に
な
る
だ
ろ
う
。
邊
塞
詩
は
、
樂
府
賦
題
法
の
立
と
ほ
ぼ
時
期
を
同
じ
く
し
て
、
梁
代
に
立
し
た
。
そ
の

	に
お
い
て
、
樂
府
賦
題
法
は
し
ば
し
ば
、
邊
塞
詩
の
制
作
を
刺
激
し
推

す
る
因
と
な
っ
て
い
る
（
②
）。
し
か
し
樂
府
賦
題
法
と
は
無
關
係
に
、
邊
塞
詩
が
立
し
た
例
が
存
在
し
て
お
り
（
③
）、
こ
の
こ
と
は
邊
塞
詩
の
立
が
、
樂
府
賦
題
法
を
唯
一
無
二
の
提
條
件
と
は
し
な
か
っ
た
こ
と
を
明
ら
か
に
し
て
い
る
。
す
る
に
梁
代
に
お
け
る
「
邊
塞
詩
の
立
」
と
い
う
論
點
に
關
す
る
限
り
で
は
、
「
邊
塞
詩
の
立
」
と
「
樂
府
賦
題
法
の
立
」
と
は
相
互
に
刺
激
し
合
う
關
係
に
は
あ
っ
て
も
、
本
質
に
は
、
た
ま
た
ま
時
を
同
じ
く
し
て
生
し
た
二
つ
の
別
個
の
事
件
だ
っ
た
と
理
解
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
九
陳
代
に
お
け
る
邊
塞
詩
の
熟
し
か
し
「
邊
塞
詩
の
熟
と
定
」
と
い
う
論
點
に
關
し
て
は
、
こ
れ
と
は
な
る
見
方
が
必
に
な
る
。
文
學
の
別
は
、
い
っ
た
ん

立
し
て
も
、
そ
れ
が
そ
の
ま
ま
熟
し
定
す
る
わ
け
で
は
な
い
。
永
明
時
期
に
立
し
た
詠
物
詩
を
見
れ
ば
、
梁
代
以
、
そ
の
制
作
は

第
に
低
な
も
の
に
な
る
。
つ
ま
り
詠
物
詩
は
南
齊
の
一
時
な
流
行
と
は
な
っ
て
も
、
そ
れ
以
上
に
發
展
す
る
こ
と
は
無
か
っ
た
。
こ
れ
と
の
對
比
で
言
え
ば
、
梁
代
に
立
し
た
邊
塞
詩
は
、
陳
代
に
至
っ
て
さ
ら
に
行
し
、
代
に
は
詩
歌
の
重
な
別
と
し
て
確
立
さ
れ
る
こ
と
に
な
る
。
兩
の
そ
の
後
を
分
け
た
因
は
、
邊
塞
詩
に
つ
い
て
言
え
ば
、
陳
代
に
、
樂
府
賦
題
法
の
廣
範
な
活
用
が
實
現
し
た
こ
と
で
あ
中
國
詩
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り
、
と
り
わ
け
賦
題
法
に
よ
っ
て
生
み
出
さ
れ
た
橫
吹
曲
系
邊
塞
詩
の
大
規
な
參
入
が
あ
っ
た
た
め
で
あ
る
。
樂
府
賦
題
法
は
、
こ
の
「
邊
塞
詩
の
熟
と
定
」
の
段
階
に
お
い
て
、
と
り
わ
け
決
定
な
役

を
果
た
し
た
と
理
解
し
て
良
か
ろ
う
。
邊
塞
詩
に
占
め
る
橫
吹
曲
の
比













の
高
さ
を
、
陳
代
の
代
表
な
邊
塞
詩
の
作
家
で
あ
る
徐
陵
・
張
正
見
・
江
總
を
取
り
上
げ
て
確
	し
た
い
。徐
陵
が
傳
え
る
邊
塞
詩
は
、
「
＊

馬
驅
」
「
出
自
薊
北
門
行
」
「
＊
隴
頭
水
」
二
首
「
＊
關
山
二
首
」「
＊
紫
馬
」「
＊
劉
生
」
の
八
首
。
そ
の
中
の
七
首
が
、
橫
吹
曲


系
樂
府
（
＊
印
）
に
よ
っ
て
占
め
ら
れ
る
。。
張
正
見
の
邊
塞
詩
「
度
關
山
」
「
從
軍
行
」
「
戰
南
」
「
君
馬
二
首
」
「
＊
隴
頭
水
二
首
」
「
＊
關
山
」
「
＊
紫
馬
」
「
＊
雨
曲
」
「
＊
劉
生
」
「
飮
馬
長
窟
行
」
「
明
君
詞
」
の
十
三
首
で
は
、
橫
吹
曲



系
樂
府
は
六
首
。
江
總
の
邊
塞
詩
「
＊
隴
頭
水
二
首
」
「
＊
折
楊
柳
」
「
＊
關
山
」
「
＊
紫
馬
」「
＊

馬
驅
」「
＊
雨
曲
」「
＊
劉
生
」
の
八
首
で
は
、
實
に
そ
の
て
が
橫
吹
曲


系
樂
府
に
よ
っ
て
占
め
ら
れ
て
い
る
。
こ
の
三
の
例
か
ら
明
ら
か
な
よ
う
に
、
陳
代
の
邊
塞
詩
の
大
を
支
え
て
い
た
の
は
、
賦
題
法
に
よ
っ
て
制
作
さ
れ
た
橫
吹
曲
系
樂
府
な
の
で
あ
る
。
陳
代
よ
り
隋
へ
と
な
る
邊
塞
詩
の
熟
と
確
立
と
い
う
文
學
史
大
局
に
す
る
な
ら
ば
、
樂
府
賦
題
法
は
、
邊
塞
詩
の
發
展
に
、
唯
一
無
二
の
確
か
な
基
盤
を
提
供
し
た
と
言
っ
て
も
言
で
は
あ
る
ま
い
。
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
陳
代
の
邊
塞
詩
に
つ
い
て
は
、
さ
ら
に
も
う
一
點
、
別
の
角
度
か
ら
の
考
察
が
必
と
な
る
。
そ
れ
は
樂
府
に
占
め
る
邊
塞
詩








の
合


の

激
な
上
昇
で
あ
る
。
梁
代
の
邊
塞
詩
立
を
承
け
て
、
陳
代
に
は
、
邊
塞
詩
の
制
作
は
言
わ
ば
流
行
現
象
と
な
っ
た
。
こ
の
こ
と
は
陳
代
の

な
詩
人
の
樂
府
に
占
め
る
邊
塞
詩
の
合
か
ら
、
容
易
に
知
る
こ
と
が
で
き
る
。
（
樂
府
の
み
を
話
題
と
す
る
の
は
、
六
期
を
し
て
、
邊
塞
詩
は
例
外
な
く
專
ら
樂
府
體
で
制
作
さ
れ
た
た
め
）
象

な
意
味
を
持
つ
の
は
、
徐
陵
で
あ
る
。
『
玉
臺
新
詠
集
』
の

で
も
あ
る
徐
陵
は
、
も
と
よ
り
宮
體
詩
の
代
表
作
家
と
目
さ
れ
る
が
、
そ
の
徐
陵
が
こ
の
時
期
の
邊
塞
詩
の
重
な
作
で
あ
る
こ
と
は
、
邊
塞
詩
が
當
時
の
詩
人
た
ち
の
普

な
關
心
の
對
象
と
な
っ
て
い
た
こ
と
を
物
語
る
。
徐
陵
の
樂
府
は
、
左
記
の
十
九
首
。
「

馬
驅
」
「
中
織
流
」
「
出
自
薊
北
門
行
」
「
隴
頭
水
」
二
首
「
折
楊
柳
」
「
關
山
二
首
」
「
洛
陽
 二
首
」
「
長
安
 」
「
!
"
#」
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「
紫
馬
」「
劉
生
」「
烏
棲
曲
二
首
」「
雜
曲
」「
長
相
思
二
首
」
す
で
に
段
に
べ
た
よ
う
に
、
そ
の
中
の
「
馬
驅
」
「
出
自
薊
北
門
行
」
「
隴
頭
水
」
二
首
「
關
山
二
首
」
「
紫
馬
」
「
劉
生
」
の
實
に
八
首
が
、
邊
塞
詩
に
よ
っ
て
占
め
ら
れ
て
い
る
。
し
か
も
こ
の
數
字
に
は
、
素
材
レ
ベ
ル
で
邊
塞
に
言
す
る
「
長
相
思
二
首
」
な
ど
は
含
め
て
い
な
い
の
で
あ
る
（
）。
同
樣
に
、
張
正
見
の
樂
府
四
十
四
首
に
占
め
る
邊
塞
詩
は
、
十
三
首
。
ま
た
江
總
は
三
十
三
首
の
樂
府
に
お
い
て
邊
塞
詩
は
七
首
を
占
め
て
い
る
。こ
の
よ
う
に
陳
代
の
代
表
	な
詩
人
た
ち
に
お
い
て
、
邊
塞
詩
の
制
作
が
ご
く
普


し
て
い
た
こ
と
は
（
）、
梁
代
に
立
し
た
邊
塞
詩
が
、
一

	な
流
行
に
ら
な
か
っ
た
こ
と
を
意
味
し
て
い
る
。
陳
の
後
・
陳
叔
寶
は
、
狎
客
と
呼
ば
れ
た
江
總
・
孔
範
ら
と
共
に
、
政
治
	危
機
を
れ
て
宮
體
の
文
學
に
惑
溺
し
た
と
さ
れ
る
（
）。
し
か
し
そ
の
況
の
中
に
あ
っ
て
も
邊
塞
詩
が
ん
に
作
ら
れ
て
い
た
こ
と
は
、
邊
塞
詩
と
い
う
別
が
、
當
時
の
詩
人
た
ち
の
審
美
	
求
に
叶
う
も
の
と
し
て
眞
摯
に
び
取
ら
れ
た
こ
と
を
示
唆
す
る
も
の
で
あ
る
。
結
語
江
南
地
域
に
逼
塞
す
る
梁
陳
代
の
詩
人
に
と
っ
て
、
北
方
の
邊
塞
は
、
文
字
り
「
體
驗
空
」
の
外
部
に
あ
っ
た
。
し
か
し
詩
人
た
ち
は
邊
塞
の
世
界
を
求
め
て
邊
塞
詩
を
作
り
續
け
て
い
た
の
で
あ
り
、
そ
の
意
味
で
邊
塞
は
、
彼
ら
の
「
文
學
空
」
の
中
央
に
位
置
し
て
い
た
の
で
あ
る
。
梁
か
ら
陳
に
か
け
て
の
詩
人
た
ち
に
は
、
一
方
で
宮
體
詩
の
手
法
を
極
限
	に
洗
さ
せ
な
が
ら
、
そ
の
一
方
で
、
宮
體
詩
の
隘
路
か
ら

れ
る
べ
く
呻
吟
し
て
い
た
の
で
あ
ろ
う
。
詩
人
た
ち
の

は
、
宮
體
詩
の
そ
れ
と
は
く
 質
な
世
界
を
希
求
し
て
い
た
。
邊
塞
の
廣
!と
し
た
風
土
こ
そ
、
そ
の
よ
う
な
彼
ら
の
に
出
現
し
た
余
り
に
も
粗
野
な
、
し
か
し
そ
れ
ゆ
え
に
完
な
美
し
さ
を
備
え
た
世
界
だ
っ
た
と
い
う
こ
と
に
な
る
。
梁
陳
の
詩
人
た
ち
は
、
詩
經
以
來
の
、
戰
爭
體
驗
の
辛
"を
#く
あ
り
き
た
り
の
從
軍
詩
$
$
$
$
$
$
$
$
$に
は
も
は
や
魅
力
を
覺
え
る
こ
と
が
な
か
っ
た
。
そ
う
で
は
な
く
、
邊
塞
の
 質
な
風
土
そ
の
も
の
の
中
に
、
新
鮮
な
魅
力
を
覺
え
て
、
嚮
%し
た
の
で
あ
る
。
邊
塞
詩
に
&體
さ
れ
る
べ
き
剛
健
の
美
學
。
こ
れ
を
'い
求
め
る
こ
と
が
、
梁
陳
の
新
し
い
文
學
思
(と
な
り
つ
つ
あ
っ
た
。
邊
塞
詩
は
、
こ
の
文
學
思
(
を
體
現
す
る
も
の
と
し
て
、
ま
ず
は
梁
代
に
お
い
て
立
し
、
陳
代
に
至
っ
て
熟
と
確
立
に
向
か
う
の
で
あ
る
。
陳
代
が
、
宮
體
の
文
學
に
惑
溺
す
る
閉
塞
の
中
に
あ
っ
た
そ
の
況
こ
そ
が
、
邊
塞
詩
を
育
て
る
最
良
の
土
壤
と
な
っ
た
と
い
う
の
は
、
決
し
て
)ろ
な
*
+で
は
な
か
っ
中
國
詩
文
論
叢
第
二
十
四
集
64
た
。無
論
こ
れ
は
、
宮
體
詩
と
邊
塞
詩
が
、
單
に
反
發
し
な
が
ら
存
し
て
い
た
と
い
う
極
な
況
で
は
な
く
、
む
し
ろ
一
つ
の
作
の

の
中
で
兩
が
補
完
し
あ
っ
て
い
た
の
で
あ
り
、
さ
ら
に
	ん
で
は
一
つ
の
作
品
の
中
で
兩
の
手
法
が
融
合
を
深
め
つ
つ
あ
っ
た
と
理
解
し
て
良
い
。
邊
塞
詩
の
中
に
閨
怨
の

素
が

し
、
閨
怨
詩
の
中
に
邊
塞
の
世
界
が
び
ん
で
い
る
の
は
、
そ
の
明
ら
か
な
證
據
と
な
る
だ
ろ
う
。

（
１
）
欽
立
『
先
秦
魏
晉
南
北
詩
』
に
は
、
一
八
〇
首
の
「
邊
塞
詩
」
が
收
さ
れ
て
い
る
が
、
梁
陳
時
期
が
一
一
〇
首
を
占
め
、
そ
れ
以
の
作
は
四
〇
首
に
止
ま
る
。（
陳
笑
論
文
）
（
２
）
高
の
「
李
雲
南
征
蠻
詩
、
并
序
」
は
天
寶
十
二
載
（
七
五
三
）
の
李
に
よ
る
南
詔
（
雲
南
）
征
伐
を
く
が
、
從
來
こ
の
よ
う
な
南
方
の
邊
塞
に
取
材
し
た
詩
を
邊
塞
詩
に
數
え
る
こ
と
は
な
い
。
（
３
）
代

の
朔
北
で
は
厥
が
優
勢
だ
っ
た
。
拘
伽
可
汗
（
在
位
七
一
六
～
七
三
四
年
）
は
の
北
邊
か
ら
中
央
ア
ジ
ア
（
ソ
グ
デ
ィ
ア
ナ
）
ま
で
を
支
配
に
收
め
て

を
誇
っ
た
が
、
玄
宗
に
對
し
て
は
父
子
關
係
を
結
ん
で
恭
順
の
態
度
を
示
し
、
ま
た
後
の
嫁
を
ん
だ
。
ま
た
彼
の
死
後
は
、
厥
 國
は
衰
!し
て
い
る
。

期
に
邊
塞
詩
が
多
作
さ
れ
た
時
期
は
、
北
方
邊
疆
は
安
"を
保
っ
て
い
た
。
（
４
）
薊
州
（
幽
州
）
は
、
戰
國
時
代
の
燕
の
疆
域
で
あ
り
、
#史
に
中
國
の
一
部
＝
「
域
$」
と
し
て
%識
さ
れ
る
土
地
で
あ
る
。
薊
州
を
&
臺
と
す
る
詩
が
邊
塞
詩
と
し
て
の
典
型
性
を
贏
ち
得
な
か
っ
た
重

な
理
由
は
、
こ
の
點
に
あ
っ
た
。
加
え
て
、
薊
州
の
風
土
は
河
北
の
風
土
と
'續
し
て
お
り
、
邊
塞
詩
が
「
(質
な
風
土
」
を
標
榜
す
る
の
と
、
一
線
を
畫
し
て
い
た
こ
と
も
留
意
さ
れ
る
べ
き
だ
ろ
う
。
（
５
）
魏
晉
宋
齊
の
從
軍
詩
の
重

な
作
は
曹
植
と
鮑
照
で
あ
り
、
曹
植
の
「
白
馬
篇
」
、
鮑
照
の
「
代
東
武
吟
」
「
代
出
自
薊
北
門
行
」
「
代
陳
思
王
白
馬
篇
」
が
代
表
作
で
あ
る
。
し
か
し
い
ず
れ
の
樂
府
題
も
、
魏
晉
宋
齊
の
時
期
に
は
擬
作
が
少
な
く
、
多
く
の
擬
作
を
持
つ
「
從
軍
行
」
が
共
時
・
)時
な
比
較
の
便
宜
を
持
つ
の
に
*ば
な
い
。
（
６
）
魏
・
王
粲
「
從
軍
行
五
首
」
其
一
（
西
北
(民
族
征
伐
）
：
「
從
軍
有
+樂
、
但
問
,從
誰
。
,從
且
武
、
焉
得
久
勞
師
。
相
公
征
關
石
、
赫
怒
震
天
威
。
一
舉
滅
-
.、
再
舉
/羌
夷
。
西
收
邊
地
0、
忽
1俯
拾
2。
陳
賞
越
丘
山
、
酒
肉
踰
川
3。
軍
中
多
飫
饒
、
人
馬
皆
溢
肥
。
徒
行
4乘
5、
空
出
有
餘
6。
拓
地
三
千
里
。
7
8一
如
飛
。
歌
&入
9
:、
,願
;無
<。
晝
日
獻
大
、
日
=
>言
歸
。
外
參
時
明
政
、
$不
廢
家
私
。
禽
獸
憚
爲
犧
、
良
?實
已
揮
。
竊
@負
鼎
A、
願
厲
朽
鈍
B。
不
能
效
沮
溺
、
相
隨
把
鋤
犁
。
熟
覽
夫
子
詩
、
信
知
,言
非
」
。
其
二
（
C征
伐
）
：
「
涼
風
厲
秋
D、
司
典
E詳
刑
。
我
君
順
時
發
、
桓
桓
東
南
征
。
泛
舟
蓋
長
川
、
陳
卒
被
隰
F。
征
夫
懷
親
戚
、
誰
能
無
此
。
拊
衿
倚
舟
檣
、
眷
言
思
9
:。
哀
彼
東
山
人
、
喟
然
感
邊
塞
詩
の
出
現
（
松
原
）
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鸛
鳴
。
日
不
安
處
、
人
誰
恆
。
甘
人
從
公
旦
、
一
征
輒
三
齡
。
今
我
武
師
、
暫
必

。
棄
余
親
睦
恩
、
	力
竭
忠
貞
。
懼
無
一
夫
用
、
報
我
素
餐

。
夙
夜
自
性
、
思

抽
。
將
秉
先
登
、
豈
敢
聽
金
聲
」。
其
三
（
征
伐
）：「
從
軍
征
遐
路
、
討
彼
東
南
夷
。
方
舟
順
廣
川
、

未
安
。
白
日
西
山
、
桑
梓
有
餘
暉
。
蟋
蟀
夾
岸
鳴
、
孤
鳥
翩
翩
飛
。
征
夫
心
兩
懷
、
悽
愴
令
吾
悲
。
下
船
登
高
防
、
露
霑
我
衣
。
迴
身
赴
牀
寢
、
此
愁
當
誰
？
身
干
戈
事
、
豈
得
念
私
。
戎
有
授
命
、
茲
理
不
可
」
。
其
四
（
征
伐
）
：
「
發

橋
、
濟
白
馬
津
。
逍
遙
河
堤
上
、
左
右
我
軍
。
舫
踰
萬
艘
、
帶
甲
千
萬
人
。
 彼
東
南
路
、
將
定
一
舉
勳
。
籌
策
!帷
幄
、
一
由
我
"君
。
恨
我
無
時
謀
、
譬
#
$官
臣
。
鞠
躬
中
堅
%、
&畫
無
陳
。
許
'爲
完
士
、
一
言
(敗
秦
。
我
有
素
餐
責
、

愧
伐
檀
人
。
雖
無
鉛
刀
用
、
庶
幾
奮
身
」
。
其
五
（
凱
旋
）
：
「
悠
悠
)
*路
、
靡
靡
我
心
愁
。
四
無
烟
火
、
但
見
林
與
丘
。
+郭
生
榛
棘
、
蹊
徑
無
由
。
,蒲
竟
廣
澤
、
葭
葦
夾
長
流
。
日
夕
涼
風
發
、
翩
翩
漂
吾
舟
。
-蝉
在
樹
鳴
、
鸛
鵠
.天
/。
客
子
多
悲
傷
、
0下
不
可
收
。
入
1郡
界
、
曠
然
2人
優
。
3鳴
4四
境
、
黍
稷
盈
原
疇
。
5宅
充
廛
里
、
女
士
滿
莊
馗
。
自
非
"賢
國
、
誰
能
享
斯
休
。
詩
人
美
樂
土
、
雖
客
(願
留
」。
（
７
）
梁
の
「
從
軍
行
」
で
最
も
早
い
の
は
、
『
樂
府
詩
集
』
三
二
が
引
く
江
淹
（
四
四
四
～
五
〇
五
年
）
の
も
の
で
あ
ろ
う
。
し
か
し
6欽
立
『
先
秦
7魏
晉
南
北
詩
』
で
は
、
其
一
は
「
雜
體
詩
三
十
首
」
中
の
第
二
首
「
李
尉
陵
從
軍
」（
四
部
叢
刊
本
『
江
文
8文
集
』
四
、『
文
9』
三
一
收
）
で
あ
り
、
其
二
は
「
古
意
報
袁
功
曹
詩
」
（
四
部
叢
刊
本
『
江
文
8集
』
卷
三
）
と
さ
れ
て
お
り
、
二
首
と
も
當
初
は
「
從
軍
行
」
で
は
な
か
っ
た
と
:斷
さ
れ
る
。
（
８
）
均
の
邊
塞
詩
は
、
立
功
の
意
欲
を
;題
と
し
て
詠
み
<む
こ
と
を
一
つ
の
特
=と
す
る
。
參
照
：
佐
宏
「
試
論
均
>邊
塞
詩
」（『
宜
?
學
院
學
報
』
第
五
期
、
二
〇
〇
五
年
）
（
９
）
七
言
部
分
も
原
則
と
し
て
律
句
の
條
件
を
滿
た
し
て
お
り
、
「
春
風
春
將
@酒
」
だ
け
が
二
六
對
の
條
件
を
滿
た
さ
な
い
（
二
四
不
同
は
四
句
と
も
A守
）。
（
B）
王
粲
「
從
軍
行
」
其
一
に
「
C
D（
匈
奴
）・
羌
夷
（
チ
ベ
ッ
ト
）」
の
征
伐
が
言
Eさ
れ
る
が
、
そ
れ
は
域
%を
F臺
に
す
る
點
で
蕭
子
顯
の
作
と
設
定
が
Gな
る
。
（
H）
陸
機
「
從
軍
行
」
に
「
南
陟
五
嶺 I
I巓
、
北
戍
長
+
I
I阿
」。
（
J）
詩
題
は
、
『
先
秦
7魏
晉
南
北
詩
』
で
は
「
星
名
從
軍
行
」
。
『
K
文
L聚
』
五
六
に
「
從
軍
行
」。
（
M）
梁
・
元
N蕭
繹
「
從
軍
行
」
：
「
寶
劍
O龍
淵
、
長
虹
畫
P旃
。
山
Q和
鐃
管
、
水
淨
寫
樓
船
。

3隨
火
度
、
燧
象
帶
烽
然
。
洞
庭 I
I
R風
S、
瀟
湘 I
I夜
圓
。
荀
令
（
荀
T）
多
文
U、
臨
戎
賦
V篇
」
。
こ
の
一
首
に
關
し
て
は
、
王
粲
が
五
首
の
「
從
軍
行
」
で
分
擔
し
、
陸
機
・
江
淹
・
沈
Wが
一
首
の
詩
の
な
か
に
X羅
し
た
方
面
の
多
樣
性
を
、
蕭
綱
・
蕭
繹
の
兄
弟
は
、
作
Yご
と
に
分
擔
し
た
（
兄
は
北
方
、
弟
は
南
方
）
と
解
釋
す
る
こ
と
も
で
き
る
。
も
し
そ
う
だ
と
す
れ
ば
、
「
從
軍
行
」
が
方
面
の
X羅
性
を
Z慮
し
た
最
後
の
作
例
と
な
る
。
（
[）
「
燕
歌
行
」
の
命
題
に
つ
い
て
、『
樂
府
詩
集
』
引
の
『
樂
府
廣
題
』
中
國
詩
文
論
叢
第
二
十
四
集
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に
「
燕
、
地
名
也
、
言
良
人
從
役
於
燕
、
而
爲
此
曲
」
と
明
す
る
が
、
曹
丕
の
二
首
に
は
燕
の
土
地
は
明
示
さ
れ
ず
、
信
を
置
き
が
た
い
。
（
）
そ
の
後
の
元
蕭
繹
の
「
燕
歌
行
」
の
頭
に
「
燕
趙
佳
人
本
自
多
、
東
少
學
春
歌
。
龍
戍
北
	如
錦
、
玄
菟



似
蛾
」
。
こ
こ
に
も
龍
の
地
名
が
現
れ
る
。
な
お
「
燕
・
東
・
龍
・
玄
菟
」
は
、
て
燕
（
薊
北
）
の
地
名
。
（
）
蕭
繹
「
燕
歌
行
」
に
「
龍 
戍
北
	如
錦
」
の
句
が
あ
る
の
は
、
明
ら
か
に
、
蕭
子
顯
詩
の
影
で
あ
る
。
（
）
『
北
史
』
八
三
文
傳
「
王
襃
傳
」
に
「
魏
征
江
陵
、
元
授
襃
督

西
軍
事
。
柵
破
、
從
元
入
金

。
俄
而
元
出
、
襃

與
衆
倶
出
、
見
國
于
、
甚
禮
之
。
襃
曾
作
燕
歌




、
妙
盡
塞
北








之


、
元


文
士
竝
和
之
、
而
競
爲
悽
切
之
辭
、
至
此
方
驗
焉
」。
（
）
蕭
繹
の
「
燕
歌
行
」
は
、
燕
と
の
關
係
が
濃
厚
で
あ
り
（
燕
趙
・

東
・
龍
・
玄
菟
な
ど
の
地
名
）
、
そ
れ
以
外
は
「
交
河
」
が
提
さ
れ
る
だ
け
で
あ
る
。
し
か
し
信
の
作
は
王
襃
と
似
て
、
燕
（
水
・
薊
門
）
以
外
に
も
、
「
代
北
・
晉
陽
・
疏
勒
・
陽
關
・
細
柳
」
な
ど
他
の
邊
塞
の
地
名
が
羅
列
さ
れ
る
。
（
 ）
隴
西
!紀
の
李
廣
を
指
す
。
（
"）
秦
竇
滔
の
妻
蘇
氏
が
回
文
を
織
っ
て
#地
の
良
人
に
$っ
た
と
い
う
故
事
を
踏
ま
え
る
。
（
%）
武
の
上
林
園
で
捉
え
た
雁
に
、
匈
奴
に
使
い
し
た
ま
ま
彼
の
地
に
抑
留
さ
れ
て
い
る
蘇
武
の
帛
書
が
結
ば
れ
て
い
た
と
い
う
故
事
に
、
さ
ら
に
劉
宋
の
陸
凱
が
北
の
隴
頭
に
使
い
し
た
范
曄
に
手
紙
（
隴
頭
書
）
を
$っ
た
と
い
う
故
事
を
交
え
た
も
の
。
（
&）
「
隴
西
行
・
古
辭
」
：
「
…
…
好
出
'客
、
顏
色
正
(
)。
伸
*再
拜
跪
、
問
客
+安
不
。
…
…
取
得
如
此
、
齊
姜
亦
不
如
。
健
持
門
,、
一
-一
丈
夫
」。
末
尾
の
二
句
「
賢
が
家
を
切
り
.り
す
れ
ば
、
一
人
の
男
に
も
-る
」
に
、
こ
の
詩
の
趣
旨
は
集
/さ
れ
て
い
る
。
（
0）
謝
靈
1「
昔
在
老
子
、
志
理
!篇
。
小
傾
大
、
2短
3泉
。
鳥
之
栖
4、
林
壇
是
閑
。
韶
樂
牢
膳
、
豈
伊
攸
便
。
胡
爲
乖
枉
、
從
表
方
圓
。
耿
耿
僚
志
、
慊
慊
丘
園
。
善
歌
以
詠
、
言
理
!篇
」
。
謝
惠
5「
1
有
榮
枯
、
6有
舒
屈
。
潛
保
裳
、
顯
7朱
黻
。
誰
能
守
靜
、
棄
8辭
榮
。
窮
谷
是
處
、
考
槃
是
營
。
千
金
不
迴
、
百
代
傳
名
。
厥
9
:柚
、
;憂
:萱
。
何
爲
有
用
、
自
乖
中
原
。
實
摘
柯
摧
、
<殞
條
煩
」。
（
=）

>と
、
無
爲
と
守
靜
の
>と
の
?絡
は
理
解
し
に
く
い
が
、
共
に
陰
柔
を
特
質
と
す
る
點
で
繼
承
關
係
が
あ
る
だ
ろ
う
。
（
@）
其
一
：
「
邊
秋
胡
馬
肥
、
雲
中
A寇
入
。
B氣
時
無
侶
、
輕
兵
救
邊
C。
沙
+不
見
D、
嶂
嶮
E相
。
出
塞
豈
!歌
、
經
川
未
遑
汲
。
烏
孫
塗
更
阻
、
康
居
路
F澀
。
暈
G龍

、
星
流
照
馬
邑
。
長
安
路
#
書
不
E、
H知
征
人
獨
佇
立
」。
其
三
：「
悠
悠
懸
旆
旌
、
知
向
隴
西
行
。
減
竈
驅
馬
、
銜
枚
I後
兵
。
沙
飛
J似
K、
雲
夜
疑

。
迥
山
時
阻
路
、
3水
極
稽
L。
M年
N支
7、
今
O單
于
+。
方
觀
凱
樂
.、
飛
蓋
滿
西
京
」。
（
P）

Q吾
の
「
隴
西
行
」
末
尾
に
「
寄
語
幽
閨
妾
、
羅
袖
勿
空
R」
と
あ
る
の
は
、
蕭
綱
詩
と
の
影
關
係
を
想
定
し
て
良
い
。
（
S）
T支
單
于
（
？
～
三
六
年
。
呼
韓
U單
于
の
兄
）
は
、
烏
孫
を
征
邊
塞
詩
の
出
現
（
松
原
）
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し
、
康
居
國
（
サ
マ
ル
カ
ン
ド
）
と
姻
戚
を
結
ん
だ
。
（
）
『
樂
府
詩
集
』
卷
三
九
「
相
和
歌
辭
」
に
據
っ
て
古
辭
を
記
す
。「
孝
和
在
時
、
洛
陽
令
王
君
、
本
自
州
廣
蜀
民
。
少
行
官
、
學
五
經
論
。
（
一
解
）
明
知
法
令
、
世
衣
冠
。
從
	補
洛
陽
令
。
治
行

賢
、
擁
百
姓
、
子
萬
民
。（
二
解
）
外
行
猛
政
、
懷
仁
。
文
武
備
、
料
民
富
貧
。
移
惡
子
姓
。
篇
里
端
。
（
三
解
）
傷

人
、
比
伍
同
罪
對
門
、
禁
矛
八
尺
、
捕
輕
少
年
、
加
笞
決
罪
、
詣
馬
市
論
。
（
四
解
）
無
發
賦
、
念
在
理
冤
。
敕
吏
正
獄
、
不
得
苛
煩
。
財
用
錢
三
十
、
買
繩
禮
竿
。（
五
解
）
賢
哉
賢
哉
、
我
縣
王
君
。
臣
吏
衣
冠
、
奉
事
皇
。
功
曹

、
皆
得
其
人
。
（
六
解
）
臨
部
居
職
、
不
敢
行
恩
。
身
體
、
夙
夜
勞
。
治
有
能
名
、


聞
。
（
七
解
）
天
年
不
、
早
就
奄
昏
。
爲
君
作
祠
、
安
陽
亭
西
。
欲
令
後
世
、
莫
不
稱
傳
。
（
八
解
）
」
。
な
お
『
樂
府
詩
集
』
は
「
右
一
曲
、
晉
樂
奏
」
と
す
る
。
（
）
『
宋
書
・
樂
志
』
に
、
題
を
「
洛
陽
行
雁
門
太
守
行
八
解
」
に
作
る
。
當
時
「
洛
陽
行
」
「
雁
門
太
守
行
」
の
二
題
が
行
わ
れ
て
い
て
、
兩
 
!記
の
形
を
取
っ
た
も
の
で
あ
ろ
う
。
樂
府
題
と
古
辭
の
容
の
齟
齬
を
裏
付
け
る
"料
と
し
て
讀
め
る
。
（
#）
蕭
綱
以
後
の
「
雁
門
太
守
行
」
は
、
お
し
な
べ
て
邊
塞
詩
と
な
る
。
李
賀
の
有
名
な
作
品
。
「
黑
雲
壓
$
$欲
摧
、
甲
光
向
日
金
鱗
開
。
角
聲
滿
天
秋
色
裡
、
塞
上
燕
支
凝
夜
紫
。
%卷
紅
旗
臨
易
水
、
霜
重
鼓
&
聲
不
'。
報
君
(金
臺
上
意
、
提
攜
玉
龍
爲
君
死
」
。
そ
の
「
黑
雲
壓
$
$欲
摧
、
甲
光
向
日
金
鱗
開
」
は
、
蕭
綱
の
其
二
「
潛
師
夜
接
戰
、
略
地
曉
摧
鋒
。
悲
笳
動
胡
塞
、
高
旗
出

)」
の
文
字
を
換
骨
奪
胎
し
た
も
の
で
あ
ろ
う
。
（
*）
閨
怨
詩
と
し
て
出
發
し
た
「
燕
歌
行
」
の
場
合
に
は
、
閨
怨
に
邊
塞
+
,素
が
附
帶
す
る
と
い
う
變
-に
な
る
。
（
.）
錢
志
熙
「
齊
梁
擬
樂
府
賦
題
法
初
探
」（『
北
京
大
學
學
報
（
哲
學
/
會
學
版
）』
一
九
九
五
年
第
四
期
）。
（
0）
自
覺
さ
れ
た
賦
題
法
の
初
出
は
、
錢
志
熙
に
據
れ
ば
、
永
明
八
年
1
後
に
沈
2が
首
唱
し
、
詩
友
た
ち
が
唱
和
し
た
「
賦
鼓
吹
曲
」
（
の
鐃
歌
十
八
曲
の
「
巫
山
高
」「
3樹
」「
有
思
」「
臨
高
臺
」）
で
あ
り
、
謝
4の
「
賦
雜
曲
名
」
な
ど
が
こ
れ
に
續
く
。
（
5）
文
會
に
お
け
る
同
時
同
座
の
唱
和
で
は
、
參
加
6の
7て
に
等
8離
に
あ
る
題
材
が
9ば
れ
る
必
,が
あ
る
。
そ
こ
で
は
個
人
+な
體
驗
に
基
づ
く
題
材
は
排
除
さ
れ
、
皆
の
1に
置
か
れ
た
事
物
、
も
し
く
は
樂
府
題
が
、
唱
和
の
題
材
と
な
っ
た
。
,は
、
體
驗
詠
で
は
な
く
、
題
詠
が
9ば
れ
た
こ
と
で
あ
る
。
拙
『
中
國
離
別
詩
の
:立
』
「
永
明
期
に
お
け
る
離
別
詩
の
競
作
」（
;文
出
版
、
二
〇
〇
三
年
）
（
<）
の
こ
る
五
曲
に
つ
い
て
は
、
「
出
塞
」
に
は
古
辭 =
=が
あ
り
（
但
し
孫
>
?（
「
@吹
曲
考
論
」
中
國
A樂
學
二
〇
〇
三
年
第
一
期
）
に
據
れ
ば
、
對
偶
や
B仄
の
配
慮
か
ら
古
辭 =
=梁
陳
時
期
の
作
と
見
る
）、「
C
D
E」
に
は
劉
宋
の
鮑
照
、「
入
關
」
に
は
梁
1期
の
F均
の
作
が
あ
る
。
一
方
「
出
關
」
「
G行
人
」
は
、
H人
の
作
品
が
初
出
と
な
る
。
王
I
熙
『
樂
府
詩
論
叢
・
代
鼓
吹
曲
考
』
に
據
れ
ば
、
「
橫
吹
曲
」
に
は
古
辭
が
存
在
せ
ず
（
例
外
は
「
出
塞
」）、
ま
た
魏
晉
人
の
擬
作
も
存
在
中
國
詩
文
論
叢
第
二
十
四
集
68
し
な
い
の
は
、「
そ
も
そ
も
橫
吹
曲
は
、
樂
曲
は
有
る
も
歌
辭
は
な
か
っ
た
」
か
ら
で
あ
る
。
錢
志
熙
も
こ
の
に
左
袒
す
る
。
（
）
其
一
「
長
相
思
、
歸
、
傳
聞
奉
詔
戍
皋
。
龍



	、
雁
門 


、
愁
來
痩
轉
劇
、
衣
帶
自
然
寬
。
念
君
今
不
見
、
誰
爲

看
」
。
其
二
「
長
相
思
、
好
春
、
裏
恆
啼
悲
不
洩
。
帳
中
、
窗
咽
。
柳
絮
飛
聚
、
絲
斷
復
結
。
欲
見
洛
陽
、
如
君
隴
頭 

」。
（
）
先
立
つ
南
齊
の
謝
は
、
樂
府
三
十
三
首
中
に
邊
塞
詩
は
皆
無
。
梁
初
に
し
た
沈
で
は
、
樂
府
五
十
首
中
の
四
首
に
止
ま
る
（
「
昭
君
辭
」「
從
軍
行
」「
飮
馬
長
窟
行
」「
白
馬
篇
」。
な
お
「
從
軍
行
」
は
、
邊
塞
詩
に
變
貌
す
る
の
、
傳
統
從
軍
詩
）。
（
）
『
南
史
』
一
〇
「
陳
本
紀
」
に
「
後
愈
驕
、
不
外
、
于
酒
色
、
不
恤
政
事
、
左
右
嬖
佞
珥
貂
五
十
人
、
人
美
貌
麗
 巧
態
以
從
千
餘
人
。
常
使
張
貴
妃
、
孔
貴
人
等
八
人
夾
坐
、
江
總
、
孔
範
等
十
人
預
宴
、
號
曰
「
狎
客
」
。
先
令
八
人
襞
采
箋
、
製
五
言
詩
、
十
客
一
時
繼
和
、
遲
則
罰
酒
。
君
臣
酣
飮
、
從
夕
!旦
、
以
此
爲
常
」。
邊
塞
詩
の
出
現
（
松
原
）
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